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平成14年11月末現在の
人口の動き

●人口13,765人 前月比（＋028人）
前年比（＋086人）

男 6,808人（＋13人）
女 6,957人（＋15人）

●世帯数3,597世帯 前月比（＋4世帯）
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町民のみなさま新年明けましておめでとうございます。

2002年12月、国の市町村合併推進に対し聖籠町は『当面合併しない』という大きな決断

をしました。町の将来を左右する節目の年となりました。

合併しないことは町民の多くの意見を尊重した結果によるものですが、町政を預かる立

場として、決断を下した責任を重く受け止めています。自己決定により自己責任、自己負

担が伴ってくることを町民とともに強く意識しなければなりません。また、町民多くの声

を集約し、合併しない選択をしたことにより『新たな聖籠町』が誕生したような喜びと期

待も同時に感じています。

合併に関する説明会やアンケートなどで多くの声をいただきました。合併の賛否にかか

わらず、「将来的な財政面での不安」「行政サービスの向上」「行政の効率化」など様々な

意見がありました。みなさんの思いをしっかりと受け止め、これからの町政に臨んでいき

たいと考えます。

独自のまちづくりを進めることは今までと変わりないことなのですが、これまで以上に

将来をしっかりと見据え、計画的、効率的に行財政運営を行うことを肝に命じ、この決断

が間違いではなかったと思えるようにまちづくりを進める決意です。

そして、なによりも町民の皆様が幸せで豊かさを実感でき、聖籠町に暮らしていること

を誇れるようなまちにしたいと考えます。

多くの市町村が合併していくと聖籠町は小規模な自治体となりますが、大きくなると

失ってしまうもの、小さいが故に可能になることや大切にしたいことも多くあります。よ

き伝統、文化を守りながら、聖籠らしさを大切にしていきたいと改めて感じています。

将来展望を描きながら町政を進めていくとともに、課題とされていることに対し、今年

も精一杯取り組みます。３期目の公約に掲げた「将来を考えた環境施策の推進、魅力ある

農業振興」、「より一層の教育環境、福祉施策の充実」をなんとしても実現するという決意

と緊張感に包まれています。

今まで同様「対話行政」に重点をおいて職員とともに精一杯がんばります、本年もよろ

しくお願いいたします。

聖籠町長

新年を迎え
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藤　寄
住宅団地

宅
地
分
譲
申
込
受
付
中 

町
で
は
、
藤
寄
地
区
に
あ
る
旧
東
港
用
地
事
務
所
跡
地
の
宅
地
造
成
工
事
を

完
了
し
、
次
の
と
お
り
分
譲
申
込
受
付
中
で
す
。
マ
イ
ホ
ー
ム
購
入
を
予
定
さ

れ
て
い
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

申込受付期限　平成15年1月30日
詳しくは広報12月号をご覧ください

お申し込み・お問い合わせ
聖籠町役場　総務課

@0254-27-2111 )0254-27-2119

■申込み方法及び期間等

項　　目

申 込 期 限

申 込 方 法

販売決定方法

購入者の対象

主な販売条件

内　　　　容

平成15年１月30日k

総務課に用意してある申込書に必要事項をご記入のうえ、お申し

込みください（お電話による受付は、承っておりません）。また、

複数区画の申し込みはできませんが、申し込み期間内の別区画へ

の変更は可能です。

平成15年２月中旬に聖籠町役場において公開抽選にて決定します。

なお、抽選に漏れた方は申し込みの無かった区画へ再度申し込み

をすることができます。

営利目的のない一般住宅を建築（住居）される方。

土地の引渡し後５年以内の住宅建設着手及び５年以内の譲渡・賃

貸の禁止等。その他詳細については総務課に用意してある所定の

事前確認事項をご覧ください。

a 
70.01坪 

b 
70.03坪 

c 
70.03坪 

d 
70.07坪 

踏
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■分譲地平面図

■分譲概要
●所在地／新潟県北蒲原郡聖籠町大字藤寄字藤寄3409番地６　他●販売区画数／11

区画●用途地域／市街化調整区域●地　目／宅　地●建ぺい率・容積率／70％・

400％（見直し時期：平成16年度）●区画面積／231.43㎡（70.00坪）～245.42㎡

（74.23坪）●販売価格／6,045,318円～7,685,436円●道　路／宅地内　幅員６ｍ　ア

スファルト舗装（道路負担なし）●上下水道ガス／宅地内管引込済。但し、下水道

は平成21～23年度に供用開始予定。それまでの間は合併浄化槽必置で、供用開始後

は下水道に必ず接続していただきます。ガスはプロパンです。●設　備／消火栓、

ゴミステーション、防犯灯
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83億 
　 375万円 

歳入 

　諸　収　入 
3億5,761万円 
 　　　（4.3％） 

貯金利子や税の延滞金、
貸付金の回収金など 

県支出金 
2億6,631万円 
　　　（3.2％） 

使い道を特定して県が支
出する補助金等 

　繰　越　金 
3億8,985万円 
　　　（4.7％） 

前年度から繰り越したお金 

固定資産税　　　48億8,551万円（84.1％） 
町民税（法人）　 3億7,647万円（ 6.5％） 
町民税（個人）　 2億9,288万円（ 5.0％） 
軽自動車税、たばこ税、　 2億5,725万円（ 4.4％） 
入湯税等 

町税 
58億1,211万円 
（70.0％） 

基金から繰り入れたお金
など 

　繰　入　金 
3億9,669万円 
　　　（4.8％） 

使い道を特定して国が支
出する補助金等 

国庫支出金 
3億8,560万円 
　　　（4.7％） 

　 地方譲与税 
1億2,644万円 
 　　　（1.5％） 地方消費税交付金 

1億5,238万円 
 　　　（1.8％） 

そ　の　他 
4億1,676万円 
　　　（5.0％） 

分担金及び負担金、
使用料、手数料など 

内訳 

こ
の
ほ
ど
、
平
成
十
三
年
度
の
町
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
十
二
月
の
定
例

議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
一
年
間
に
使
わ
れ
た
お
金
は
、
一
般
会

計
と
六
つ
の
特
別
会
計
合
わ
せ
て
約
百
二
十
三
億
六
千
万
円
で
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
し
て
使
わ
れ
た

の
か
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
お
気
づ
き
の
点
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
企

画
財
政
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

@
二
七
―
一
九
五
八
（
直
通
）

歳出 
78億 
　 6,462万円 

土木費 
15億448万円 
（19.1％） 

民生費 
10億3,030万円 
（13.1％） 

総務費 
10億8,197万円 
（13.7％） 

教育費 
12億7,902万円 
（16.3％） 

衛　生　費 
9億9,595万円 

　　　　　（12.7％） 

  農林水産業費 
4億4,876万円 
 　　　（5.7％） 

農業・漁業振興、土地
改良事業など 

道路・公園・
港湾整備など 

高齢者・児童・
障害福祉事業
など 

予防検診・保健事業、ごみ
処理事業、ざぶ～ん館宿泊
施設整備等 

  公　債　費 
5億6,550万円 
 　　　（7.2％） 

町が借り入れたお金の返済 

諸支出金 
2億6,317万円 

（3.3％） 

基金への積立（町の貯金） 

  商　工　費 
2億7,415万円 
 　　　（3.5％） 
商工業の振興、
観光事業など 

　消　防　費 
2億9,190万円 
 　　　（3.7％） 

消防団活動、消防施設
整備など 

　議　会　費 
1億2,471万円 
 　　　（1.6％） 

　労　働　費 
471万円（0.1％） 

雇用対策など 

議会活動 

公害・交通安全
対策、選挙、広域
関連事業など 

学校・公民館・図書
館事業、体育施設
整備など 

特別会計とは？
地方公共団体の会計は、本来一つの会計が原則です。しかし、

様々な行政需要が求められてきている現在、単一の会計で処理す
ることが難しくなってきました。
そこで次のような特定の事業を一般会計から分けて、わかりや

すいように処理するのが特別会計です。

特別会計決算

・ 町道改良舗装工事

4億9,681万円

・ざぶ～ん館宿泊施設増築工事

3億2,855万円

・旧聖籠中学校改修工事

1億3,115万円

・聖籠中学校外構整備工事

1億998万円

・町道消雪パイプ設備工事

3,047万円

・ざぶ～ん館宿泊施設外構工事

2,192万円

・交流施設（交流館・杜）建築工事

2,007万円

平成13年度に行った
主な建設事業

まちづくりのために

決 算
13年度

一般会計
特別会計

合
計 使いました

一般会計とは市町村などの会計の中心で行

政運営の基本的な経費を処理する会計です。

平成13年度、町の歳入は83億375万円で、歳出

が78億6,462万円となり、差し引き4億3,913万

円の黒字決算となりました。

一般会計決算一般会計歳出

78億6,462万円

町民一人あたり

57万5,319円

（ ）

決
算
と
は
？

決
算
は
会
計
年
度
（
四
月
〜
翌
年
三
月
）

の
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
の
実
績
を
報
告

す
る
確
定
的
な
表
計
算
で
す
。
決
算
書
は

会
計
年
度
終
了
後
に
作
成
さ
れ
、
監
査
委

員
が
審
査
し
た
後
、
議
会
の
認
定
で
確
定
し

ま
す
。
町
長
は
、
決
算
を
議
会
の
議
決
書

と
一
緒
に
県
知
事
に
報
告
し
、
そ
の
要
点

を
住
民
に
公
表
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平成14年3月31日の人口
13,670人で割り、算出

（平成12年度　6.2％）

公債費とは、町の借入金のうち、一年

間に返済しているお金です。一般財源

（町税など）に占める割合が、10％を超

さないことが望ましいとされています。

公債費比率　6.8％

（平成12年度　56.2％）

一般財源のうち、人件費、事務費、公

債費などの必要経費の割合を経常収支

比率といいます。この率が高いほど財政

に余裕がなく、町村の場合75％を超える

と財政面で慎重さが必要になります。

経常収支比率　62.8％

地方公共団体の財政上の能力を示す

指数です。この指数が1.0を超えると国

からの交付税が配分されません（不交

付団体となります）。

聖籠町は、昭和59年から不交付団体です。

（平成12年度　1.611）

財政力指数　　1.590
国民健康保険

介護保険
老人保健

水道事業

事業勘定
施設勘定

収益的収支
資本的収支

歳　出
8億5,359万円
1億6,241万円
5億6,801万円
9億4,190万円

597万円
16億990万円
2億8,121万円
8,000万円

歳　入
9億3,632万円
1億8,061万円
5億8,570万円
9億2,527万円
1,106万円

16億3,783万円
2億1,994万円
7,999万円

会　計　名

県営開拓パイロット事業
公共下水道事業
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※債務負担行為に係る補償等　①物件の購入等に係るもの 543,838 千円

②債務保証及び損失補償に係るもの 1,072,954 千円

③利子補給等に係るもの 761,060 千円

平成13年度
まちの資産510億円

聖籠町では平成12年度分からバランスシート（貸借対照表）を作成しています。

これは町がどこから資金を調達し、どんな財産や借金を残したかという状況を

総合的に対照表示して資産がどの程度なのかをわかりやすく比較するためのも

のです。

バランスシートに関するお問い合わせは　役場企画財政課@27－1958（直通）

までお願いします。

平成13年度　聖籠町バランスシート（貸借対照表）公表

［資産の部］
１．有形固定資産
1総務費 3,166,900
2民生費 1,912,116
3衛生費 1,846,540
4労働費 244,740
5農林水産業費 1,068,944
6商工費 72,059
7土木費 23,982,931
8消防費 58,031
9教育費 14,656,134
(10)その他 0

計 47,008,395
（うち土地 22,776,247）

有形固定資産合計 47,008,395

２．投資等
1投資及び出資金 773,610
2貸付金 918,416
3基金
①特定目的基金 523,825
②土地開発基金 63,264
③定額運用基金 27,000
基金計 614,089

投資等合計 2,306,115

３．流動資産
1現金・預金
①財政調整基金 1,062,426
②減債基金 83,582
③歳計現金 444,226
現金・預金計 1,590,234

2未収金
①地方税 95,524
②その他 1,342
未収金計 96,866

流動資産合計 1,687,100

借　　　　　方

（平成14年３月31日現在）
（単位：千円）

資 産 合 計 51,001,610

［負債の部］
１．固定負債

1地方債 5,852,791

2債務負担行為
①物件の購入等 0
②債務保証又は損失補償 0
債務負担行為計 0

3退職給与引当金 1,643,063

固定負債合計 7,495,854

２．流動負債

1翌年度償還予定額 421,263

2翌年度繰上充用金 0

流動負債合計 421,263

［正味資産の部］

１．国庫支出金 2,925,462

２．都道府県支出金 836,825

３．一般財源等 39,322,206

貸　　　　　方

負 債 ・ 正 味 資 産 合 計 51,001,610

正 味 資 産 合 計 43,084,493

負 債 合 計 7,917,117

平成13年度

バランスシート
公 表
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a
は
、
資
産
額
と
負
債
額
を
平
成
十
二
年
度

と
平
成
十
三
年
度
で
比
較
し
た
も
の
で
す
。

○
資
産
と
は
、
町
民
の
た
め
の
財
産
で
「
有
形
固

定
資
産
」、「
投
資
等
」
及
び
「
流
動
資
産
」
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

資
産
の
総
額
は
、
五
百
十
億
円
（
町
民
一
人
あ

た
り
三
百
七
十
三
万
円
）
で
前
年
度
よ
り
十

一
億
円
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
主
な
要
因
は
、

ざ
ぶ
〜
ん
館
宿
泊
施
設
の
建
設
、
道
路
改
良

工
事
や
道
路
用
地
の
購
入
な
ど
に
よ
る
も
の

で
す
。

○
負
債
総
額
は
、
七
十
九
億
円
（
町
民
一
人
あ

た
り
五
十
八
万
円
）
で
、
本
年
度
は
新
た
な

地
方
債
の
借
り
入
れ
が
な
く
、
前
年
度
よ
り

七
億
円
減
少
し
て
い
ま
す
。
負
債
は
将
来
に

支
払
う
べ
き
債
務
で
あ
り
、
今
後
、
町
民
が

負
担
す
る
借
金
な
ど
の
こ
と
で
す
。
負
債
が

多
く
な
れ
ば
、
町
税
な
ど
か
ら
そ
の
償
還
に

あ
て
る
資
金
が
た
く
さ
ん
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
新
た
な
事
業
の
展
開
が
難
し
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

○
正
味
資
産
の
総
額
は
、
四
百
三
十
一
億
円
（
町

民
一
人
あ
た
り
三
百
十
五
万
円
）
で
前
年
度

よ
り
十
八
億
円
増
加
し
て
い
ま
す
。
正
味
資

産
と
は
、
資
産
形
成
の
た
め
に
町
民
が
す
で

に
負
担
し
た
額
と
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金

の
合
計
額
で
、
現
在
の
資
産
の
う
ち
借
金
が

設
定
さ
れ
て
い
な
い
財
産
の
額
と
い
え
ま
す
。

資
産
の
内
訳

資
産
総
額
の
う
ち
九
十
二
％
を
有
形
固
定
資

産
が
占
め
て
い
ま
す
。
有
形
固
定
資
産
と
は
、

土
地
や
建
物
を
中
心
と
し
た
公
共
施
設
な
ど
の

こ
と
で
す
。
土
地
明
細
と
主
な
施
設
の
状
況
は
、

そ
れ
ぞ
れ
b
、
c
の
と
お
り
で
す
。

投
資
等
と
は
、
各
種
団
体
な
ど
へ
の
出
資
や

貸
し
付
け
の
こ
と
で
す
。
流
動
資
産
は
、
現
金

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
ら

わ
か
る
こ
と

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
ら

わ
か
る
こ
と

a平成12年度と平成13年度の比較

年　　度

平成12年度末

平成13年度末

増　　減

人　　口

13,729人

13,670人

－59人

資　　産

499億円

510億円

＋11億円

負　　債

86億円

79億円

－7億円

正味資産

413億円

431億円

＋18億円

資　　産

364万円

373万円

＋9万円

負　　債

63万円

58万円

－5万円

正味資産

301万円

315万円

＋14万円

町　民　１　人　あ　た　り

b土地明細表

面積（㎡）

9,212

1,565

0

160,231

0

60,168

319,787

1,484,569

33,069

74,050

28,312

3,412

25,846

6,969

17,724

292,016

69,242

123,994

29,508

10,570

720

2,750,966

評価額（千円）

102,259

10,185

0

1,561,484

0

419,627

24,336

16,738,037

310,849

487,180

353,081

32,072

328,247

78,801

0

1,155,486

598,268

14,658

474,642

78,560

8,477

22,776,247

行
政
財
産
公
共
用
財
産

公用

財産

本庁舎

宅地

山林

原野

雑種地

その他

その他
の行政
機関

学校

公営住宅

公園

指定保安林

道路

その他

の施設
町民会館等

体育施設

幼稚園

学校給食共同調理場

保健福祉センター

保育園

墓地

その他

警察（消防）施設

その他の施設

普
通
財
産

合　計

※四捨五入のため合計数値を調整しています。

c主な施設の状況

施　設　名

役場庁舎

亀代小学校

蓮野小学校

山倉小学校

聖籠中学校

町民会館

亀代多目的屋内運動場

蓮野多目的屋内運動場

山倉多目的屋内運動場

町営聖籠町野球場

多目的屋外運動広場

亀代幼稚園

蓮潟幼稚園

蓮野幼稚園

学校給食調理場

保健福祉センター

聖籠保育園

研修会館

観音の湯ざぶ～ん館

老人福祉センター

蓮のギャラリー

観音の湯ホテルざぶ～ん

取得年度

昭和52年

昭和52年

昭和60年

昭和61年

平成12年

平成元年

平成７年

平成８年

平成10年

昭和60年

平成12年

昭和58年

昭和54年

昭和61年

平成元年

平成４年

平成８年

昭和46年

平成９年

昭和56年

平成11年

平成13年

耐用年数

50

47

47

47

47

47

22

22

22

30

30

47

47

47

47

50

22

50

31

50

22

31

取得価格

878,035

959,914

1,113,876

1,109,559

5,369,310

3,796,759

376,471

410,597

363,727

339,389

553,350

415,244

338,514

367,573

294,643

786,892

497,524

198,686

1,193,720

258,470

17,273

225,750

減価償却累計額

411,977

442,980

471,154

457,109

198,343

1,405,450

88,877

81,732

44,340

151,826

17,811

184,081

173,367

157,038

123,406

205,232

104,355

120,288

228,285

124,224

1,356

0

残存価格

466,058

516,934

642,722

652,450

5,170,967

2,391,309

287,594

328,865

319,387

187,563

535,539

231,163

165,147

210,535

171,237

581,660

393,169

78,398

965,435

134,246

15,917

225,750

（単位：千円）

あ
る
い
は
一
年
以
内
に
現
金
化
が
可
能
な
基
金

や
預
金
の
ほ
か
、
債
権
と
し
て
未
収
金
を
含
ん

で
い
ま
す
。
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製
造
す
る
に
あ
た
り
、
わ
ず
か
二
〇

〇
リ
ッ
ト
ル
ド
ラ
ム
缶
一
缶
し
か
産

業
廃
棄
物
が
で
な
い
こ
と
に
驚
愕
し

ま
し
た
。
確
か
に
自
然
塗
料
で
す
か

ら
無
駄
に
ゴ
ミ
な
ど
出
な
い
と
い
う

こ
と
は
理
に
か
な
う
か
な
と
感
心
し

ま
し
た
。
こ
の
会
社
の
企
業
方
針
で

あ
る
品
質
の
向
上
と
は
、
こ
の
こ
と

も
含
め
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
私
ど
も
が
お
客
様
に
薦
め
る

塗
料
が
間
違
い
な
い
も
の
と
確
信
し
、

工
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

次
の
訪
問
地
は
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
で

開
催
さ
れ
る
エ
コ
・
ト
レ
ン
ド
を
見

ハ
ワ
イ
で
は
、
色
々
な
観
光
ス
ポ
ッ

ト
を
見
て
ま
わ
っ
た
り
、
オ
プ
シ
ョ

ナ
ル
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
り
と
多
く

の
体
験
を
し
ま
し
た
。

一
番
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
ハ

ナ
ウ
マ
湾
で
の
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ

体
験
で
し
た
。
ハ
ナ
ウ
マ
湾
は
オ
ワ

九
月
十
五
日
成
田
空
港
発
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
経
由
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
へ
の

旅
が
始
ま
り
ま
し
た
。

最
初
に
訪
れ
た
場
所
は
ド
イ
ツ
の

ラ

イ

ネ

市

に

あ

る

Ｔ

Ａ

Ｔ

（T
ransfer

center
for
A
ppropriate

T
echnologies:

適
切
技
術
普
及
セ
ン

タ
ー
）
で
す
。

Ｔ
Ａ
Ｔ
は
未
来
志
向
の
技
術
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
レ
ベ
ル

で
の
構
造
変
換
や
雇
用
創
出
を
支
援

す
る
ド
イ
ツ
に
二
〇
〇
箇
所
あ
る
技

術
セ
ン
タ
ー
の
一
つ
で
す
。

Ｔ
Ａ
Ｔ
の
目
的
は
、
再
生
産
可
能

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
新
し
い
農
産
物
の

製
品
・
省
エ
ネ
・
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な

構
造
の
住
宅
な
ど
特
に
エ
コ
ロ
ジ
カ

ル
な
面
で
適
切
な
技
術
の
推
進
に
力

を
い
れ
て
い
ま
す
。

業
者
が
収
集
・
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル

す
る
仕
組
み
で
、
生
産
者
が
製
造
だ

け
で
は
な
く
製
造
後
に
も
責
任
を
も

つ
生
産
者
責
任
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
い
素
材
を
利
用

す
れ
ば
ラ
イ
セ
ン
ス
料
も
安
く
済
み

包
装
の
簡
素
化
・
減
量
化
が
促
進
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

次
の
訪
問
地
は
環
境
問
題
に
関
す

る
見
学
と
し
て
、
ラ
イ
ヒ
ン
ゲ
ン
に

あ
る
自
然
塗
料
で
あ
る
ア
グ
ラ
イ
ヤ

の
製
造
元
の
ベ
ー
ク
社
の
製
造
工
場

見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

年
間
五
〇
〇
万
ト
ン
も
の
塗
料
を

私
は
こ
の
夏
、
聖
籠
町
の
海
外
研

修
制
度
を
利
用
し
て
六
日
間
の
日
程

で
ハ
ワ
イ
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

私
が
今
回
ハ
ワ
イ
を
研
修
地
に
選

ん
だ
の
は
、
海
外
を
一
人
で
旅
行
し

て
み
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
し
た
。
今
ま
で
勇
気
が
出
ず
に

い
ま
し
た
が
、
ハ
ワ
イ
な
ら
言
葉
の

心
配
も
ほ
と
ん
ど
な
い
し
、
治
安
も

い
い
の
で
、
初
め
て
一
人
旅
で
も
安

心
だ
と
旅
行
会
社
の
方
に
勧
め
ら
れ
、

行
っ
て
み
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

異
国
の
文
化
に
触
れ
、
一
人
で
生
活

す
る
こ
と
で
、
多
く
の
経
験
が
で
き

れ
ば
と
思
い
、
研
修
に
臨
み
ま
し
た
。

出
発
前
、
私
は
ハ
ワ
イ
の
美
し
い

風
景
を
想
像
し
て
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い

ま
し
た
。
が
、
実
際
は
想
像
よ
り
も

ず
っ
と
美
し
く
て
感
動
し
ま
し
た
。

海
も
街
も
す
ご
く
き
れ
い
で
緑
が
多

く
、
ヤ
シ
の
木
が
茂
り
、
プ
ル
メ
リ

ア
の
花
が
あ
ち
こ
ち
で
よ
い
香
り
を

漂
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
空
は
青
く
、

海
は
透
き
通
っ
て
い
ま
し
た
。
日
差

し
は
強
い
の
で
す
が
、
心
地
よ
い
風

が
ふ
い
て
お
り
、
ジ
メ
ジ
メ
と
し
た

湿
気
も
な
い
の
で
、
涼
し
く
過
ご
し

や
す
い
と
感
じ
ま
し
た
。

フ
島
の
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
の
メ
ッ

カ
で
あ
り
、
魚
類
保
護
区
に
指
定
さ

れ
て
い
る
大
変
美
し
い
海
で
す
。
そ

こ
で
私
は
と
て
も
幻
想
的
な
光
景
を

目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
白

い
サ
ン
ゴ
礁
の
間
を
、
た
く
さ
ん
の

カ
ラ
フ
ル
な
熱
帯
魚
が
泳
い
で
お
り
、

そ
の
大
き
さ
は
大
き
い
も
の
で
お
よ

そ
七
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

魚
た
ち
は
人
間
を
恐
れ
ず
、
私
の
足

元
を
優
雅
に
泳
い
で
い
ま
し
た
。
シ

ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を
指
導
し
て
く
だ

さ
っ
た
現
地
の
方
と
お
友
だ
ち
に
な

る
こ
と
が
で
き
、
美
し
い
ポ
イ
ン
ト

へ
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
ハ
ワ
イ
・
プ
リ
ン
ス

ゴ
ル
フ
場
で
の
銀
河
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

に
参
加
し
ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
の
美
し

い
星
空
を
見
た
り
、
元
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の

研
究
員
の
方
の
星
の
話
、
宇
宙
の
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

と
て
も
大
き
な
天
体
望
遠
鏡
で
星
・

月
を
観
測
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

他
に
も
、
ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ
で
海

水
浴
を
し
た
り
、
趣
味
の
ボ
デ
ィ
ー

ボ
ー
ド
を
楽
し
ん
だ
り
、
サ
ン
セ
ッ

ト
デ
ィ
ナ
ー
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
し
た

り
と
、
ハ
ワ
イ
を
十
分
に
満
喫
し
ま

し
た
。

こ
の
研
修
旅
行
で
、
私
は
と
て
も

貴
重
で
素
晴
ら
し
い
経
験
が
で
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
国
際
社
会
に
対
す
る

自
信
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か

異
国
の
文
化
を

肌
で
感
じ
て
き
ま
し
た

平
成
十
四
年
度

町

民

海

外

研

修

助

成

事

業

参

加

者

体

験

レ

ポ

ー

ト

平
成
十
四
年
度
の
町
民
海
外
研
修
事
業
は
町
民
の
み
な

さ
ん
が
自
分
で
企
画
す
る
研
修
に
対
す
る
助
成
事
業
と
し

ま
し
た
。
平
成
十
四
年
度
は
六
名
の
方
が
こ
の
事
業
に
参

加
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
研
修
を
終
え
ら
れ
た
四
名
の

レ
ポ
ー
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

町
民
海
外
研
修
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
総
務

課
へ
お
願
い
し
ま
す
。（
�
２
７
―
２
１
１
１
）

渡辺　綾さん

（二本松）

研修先

ハワイ（アメリカ）
研修期間

2002.8.21～8.26

と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
経
験
を
生
か
し
、
今
後
さ
ら

に
国
際
的
な
人
間
に
な
り
た
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
も
っ
と
海
外
に
目
を

向
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
さ
ら

に
英
語
を
勉
強
し
た
上
で
、
ま
た
海

外
旅
行
を
し
た
い
で
す
。
ま
た
、
聖

籠
町
が
行
う
国
際
交
流
事
業
な
ど
に

も
で
き
る
だ
け
参
加
し
て
よ
い
体
験

を
し
、
よ
り
一
層
成
長
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

諏方　照子さん

（杉谷内）

研修先

ドイツ・エコトレンド
研修期間

2002.9.14～9.22

こ
こ
で
一
番
私
が
驚
き
、
日
本
で

も
で
き
た
ら
良
い
の
に
と
思
っ
た
こ

と
は
、
と
う
も
ろ
こ
し
を
原
料
に
し

た
袋
（
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
使
用
さ
れ

る
袋
な
ど
）
や
梱
包
の
時
に
使
用
さ

れ
る
包
装
用
発
砲
バ
ラ
状
緩
衝
材

（
日
本
で
は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
樹
脂
発
泡

体
が
主
流
）
が
使
用
済
み
と
な
る
と
、

産
業
廃
棄
物
に
な
る
の
で
は
な
く
、

ま
た
土
に
還
し
肥
料
と
な
る
こ
と
で

し
た
。
日
本
で
も
開
発
さ
れ
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
早
く
市
場

に
出
回
る
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

次
に
エ
コ
ロ
ジ
ー
住
宅
で
す
。
南

側
に
窓
を
設
け
な
い
で
、
北
側
に
窓

を
設
け
て
、
安
定
し
た
光
を
取
り
入

れ
、
半
地
下
に
住
宅
を
埋
め
、
表
面

積
を
最
小
限
に
し
、
熱
の
流
出
を
防

ぐ
工
夫
を
し
た
り
、
屋
根
の
上
に
防

水
シ
ー
ト
を
敷
き
、
そ
の
上
に
直
接

砂
利
を
敷
き
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
土

を
二
〇
〜
三
〇
�
敷
い
て
断
熱
材
の

役
割
を
果
た
さ
せ
て
い
る
そ
う
で
す
。

屋
根
に
は
草
が
ぼ
う
ぼ
う
と
生
い

茂
っ
て
い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。

し
か
し
ど
の
建
物
も
基
本
的
に
は

ま
た
自
然
に
戻
れ
る
よ
う
な
、
解
体

後
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
考
え
て
建
築
材

料
を
選
ん
で
い
る
の
で
す
。
こ
こ
で

も
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
考
え
を
取
り
入
れ

て
い
る
の
で
す
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
ゴ
ミ
問
題
な
ど

で
は
最
先
端
を
行
く
ド
イ
ツ
の
ゴ
ミ

回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
見
学
を
予
定
し

て
い
ま
し
た
が
時
間
の
都
合
で
行
く

こ
と
が
出
来
ず
残
念
で
し
た
。
市
内

に
は
か
な
り
大
き
な
ゴ
ミ
箱
が
設
置

さ
れ
、
駅
な
ど
に
も
、
紙
・
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
・
ビ
ン
・
資
源
ゴ
ミ
と
四
種

類
に
分
け
た
ご
み
箱
が
目
に
つ
き
ま

し
た
。
私
が
み
た
そ
の
ゴ
ミ
箱
に
は

す
べ
て
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク

（G
ruenepunkt

）
包
装
容
器
を
カ

バ
ー
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
が

付
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ

ム
は
簡
単
に
説
明
す
れ
ば
包
装
容

器
生
産
者
は
「
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ

ム
・
ド
イ
ツ
株
式
会
社
（
以
下
Ｄ

Ｓ
Ｄ
）」
に
ラ
イ
セ
ン
ス
料
を
支
払

い
、
製
品
に
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
を

印
刷
し
、
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
の
つ

い
て
い
る
包
装
容
器
は
、
製
造
業

者
に
代
わ
っ
て
Ｄ
Ｓ
Ｄ
社
の
委
託
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す
か
ら
エ
ア
コ
ン
の
あ
る
家
は
ほ
と

ん
ど
無
く
、
ホ
テ
ル
や
劇
場
の
よ
う

な
と
こ
ろ
だ
け
エ
ア
コ
ン
が
あ
る
の

だ
そ
う
で
す
。
ま
た
洗
濯
物
を
人
目

に
つ
く
と
こ
ろ
に
干
す
と
罰
金
だ
そ

学
し
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
で
は
、
あ
ち

ら
こ
ち
ら
に
風
力
発
電
機
が
見
ら
れ

ま
し
た
が
、
エ
コ
・
ト
レ
ン
ド
会
場

で
も
家
庭
用
の
風
力
発
電
機
や
太
陽

熱
を
利
用
し
た
温
水
器
・
太
陽
光
を

利
用
し
た
発
電
機
な
ど
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
自
然
食
品=

無
農
薬

食
品
の
即
売
所
も
あ
り
ま
し
た
。

余
談
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ド
イ
ツ

で
は
「
閉
店
法
」
が
あ
り
、
店
は
早

め
に
閉
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
た

ち
が
ホ
テ
ル
に
着
く
頃
に
は
飲
食
店

以
外
は
閉
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
過
酷

な
労
働
が
あ
っ
た
為
、
今
は
労
働
者

を
保
護
し
て
い
る
と
の
事
。
も
ち
ろ

ん
日
曜
は
商
店
も
デ
パ
ー
ト
も
休
み

で
す
。
ど
う
し
て
も
必
要
と
あ
れ
ば

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
内
に
ち
ょ
っ
と

し
た
日
用
品
が
お
い
て
あ
り
、
そ
こ

へ
買
い
物
に
行
く
そ
う
で
す
。
日
本

の
よ
う
に
便
利
す
ぎ
る
コ
ン
ビ
ニ
も

自
動
販
売
機
も
あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ

ん
。
治
安
が
悪
い
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
自
動
販
売
機
は
、
お
金
の
入
っ

た
箱
で
と
て
も
危
な
く
て
置
け
な
い

そ
う
で
す
。

高
速
道
路
は
無
料
で
す
が
、
外
灯

が
な
い
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。
日
本

の
よ
う
に
あ
れ
だ
け
外
灯
を
つ
け
て

い
た
ら
、「
資
源
の
無
駄
使
い
で
す
よ
」

と
在
独
の
日
本
人
の
方
に
言
わ
れ
、

確
か
に
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
う
い
う
生
活
に
慣
れ
て
し
ま
う
こ

と
は
、
す
べ
て
に
お
い
て
自
国
を
外

か
ら
見
た
と
き
に
感
じ
る
こ
と
な
の

で
す
ね
。
日
本
の
誇
れ
る
事
も
多
々

あ
り
ま
す
が
、
も
う
一
度
日
本
を
再

認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
で
感
じ
た
こ
と
は
、
今

ま
で
の
海
外
旅
行
は
専
門
の
添
乗
員

が
つ
き
、
言
葉
が
不
自
由
で
も
決
め

ら
れ
た
コ
ー
ス
を
回
る
だ
け
で
し
た
。

し
か
し
今
回
の
旅
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
ホ
テ
ル
の
予
約
を
し
た
り
、
汽

車
の
切
符
を
買
っ
た
り
自
分
た
ち
で

や
ら
な
け
れ
ば
先
に
は
進
め
な
い
よ

う
な
旅
で
し
た
。
バ
ス
の
切
符
を
購

入
す
る
際
、
わ
か
ら
ず
何
度
も
自
販

機
を
押
し
て
困
っ
て
い
た
所
、
親
切

に
も
一
日
共
通
チ
ケ
ッ
ト
を
無
料
で

わ
け
て
く
れ
た
こ
と
に
は
感
激
し
ま

し
た
。ツ
ア
ー
で
は
経
験
の
出
来
な
い

よ
う
な
事
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
海
外
に
出
か
け
る
こ
と
が

当
た
り
前
の
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
受
け
入
れ
る
こ
と
も

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
交
流
を
持
つ

と
い
う
こ
と
は
異
国
文
化
を
知
る
こ

と
が
出
来
る
絶
好
の
機
会
だ
と
痛
感

し
ま
し
た
。

二宮ミヨシさん

（蓮　野）

研修先

オーストラリア
研修期間

2002.11.5～11.10

十
一
月
五
日
か
ら
十
一
月
十
日
ま

で
の
日
程
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ

ド
ニ
ー
と
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
へ

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
の
旅

の
目
的
は
視
野
を
海
外
に
移
し
、
見

聞
を
深
め
、
国
際
人
と
し
て
の
感
覚

を
養
い
た
い
と
思
い
、
好
奇
心
と
度

胸
を
道
ず
れ
に
旅
を
楽
し
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
シ
ド
ニ
ー
に
着
く
と
ま

ず
目
に
つ
く
の
が
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
の

花
で
す
。
紫
色
の
花
が
あ
ち
こ
ち
に

咲
き
、
満
開
と
い
う
こ
と
も
手
伝
い
、

町
を
よ
り
い
っ
そ
う
美
し
く
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
の
花

は
日
本
の
桜
と
い
わ
れ
、
花
が
散
っ

た
あ
と
葉
が
出
て
き
て
、
花
が
咲
き

終
わ
っ
た
ら
ク
リ
ス
マ
ス
と
言
わ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

赤
レ
ン
ガ
の
家
が
シ
ド
ニ
ー
特
徴

の
家
で
、
赤
レ
ン
ガ
は
太
陽
光
線
を

程
よ
く
吸
収
し
て
、
日
中
の
暑
さ
は

カ
ー
テ
ン
で
太
陽
を
遮
っ
て
家
の
中

を
涼
し
く
し
、
太
陽
が
沈
む
と
カ
ー

テ
ン
を
開
け
て
家
を
暖
か
く
し
、
温

度
調
整
を
す
る
の
だ
そ
う
で
す
。
で

う
で
す
。
生
活
観
の
無
い
家
並
み
が

す
ば
ら
し
い
風
景
と
な
っ
て
、
町
全

体
を
一
人
ひ
と
り
の
協
力
で
美
し
く

し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

シ
ド
ニ
ー
か
ら
ブ
ル
ー
マ
ウ
ン
テ

ン
地
方
へ
向
か
う
道
路
に
は
パ
ラ
マ

タ
ロ
ー
ド
（
中
古
車
セ
ン
タ
ー
ロ
ー

ド
）
と
い
わ
れ
る
所
が
あ
り
、
パ
ラ

マ
タ
と
は
、
先
住
民
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の

言
葉
で
「
う
な
ぎ
が
い
っ
ぱ
い
」
と

い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
他
電

気
屋
さ
ん
ロ
ー
ド
な
ど
も
あ
り
、
欲

し
い
人
は
あ
ち
こ
ち
行
か
な
く
と
も

そ
の
道
路
だ
け
で
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。
ま
た
車
は
車
検
も

な
く
、
個
人
売
買
で
き
る
の
で
、
車

の
ウ
イ
ン
ド
に
手
書
き
で
「
車
売
り

ま
す
」
と
広
告
を
張
っ
て
走
っ
て
い

る
車
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
し
て

も
日
本
車
の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

六
〇
％
が
日
本
車
で
中
で
も
ト
ヨ
タ

の
車
が
一
番
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

バ
ス
の
車
窓
か
ら
は
、
あ
ち
こ
ち

に
山
火
事
の
跡
が
残
っ
て
い
て
、
木

が
真
っ
黒
に
焦
げ
、
見
る
も
無
残
で

し
た
。
雨
が
降
ら
な
い
事
と
、
ユ
ー

カ
リ
の
木
は
油
を
含
ん
で
お
り
、
木

が
こ
す
れ
あ
っ
て
自
然
発
火
す
る
為
、

山
火
事
が
多
い
原
因
な
の
だ
そ
う
で

す
。
三
年
間
も
全
く
雨
が
降
ら
な
い

地
方
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

ユ
ー
カ
リ
の
木
は
地
下
に
根
が
張
っ
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て
い
る
の
で
、
山
火
事
に
な
っ
て
も

十
年
で
元
通
り
に
な
り
、
二
〜
三
年

前
に
山
火
事
に
な
っ
た
と
こ
ろ
な
ど
、

も
う
葉
が
出
て
い
ま
し
た
。
実
際
遠

く
の
ほ
う
に
山
火
事
が
起
こ
っ
て
い

て
、
煙
が
上
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
し
た
。

ブ
ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
の
壮
大
な
景

色
は
空
気
中
の
水
蒸
気
や
ほ
こ
り
等

太
陽
光
線
に
よ
っ
て
ブ
ル
ー
に
見
え

る
の
で
、
晴
れ
れ
ば
晴
れ
る
ほ
ど
ブ

ル
ー
の
霧
が
か
か
っ
た
よ
う
に
な
り

ま
す
。
私
が
行
っ
た
日
は
と
て
も
よ

く
晴
れ
て
い
た
の
で
、
言
葉
で
は
言

い
尽
く
せ
な
い
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
景

色
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
度
の
旅
行
で
の
数
々
の
貴
重

な
経
験
や
学
び
得
た
物
を
少
し
で
も

こ
れ
か
ら
の
国
際
交
流
の
場
に
生
か

す
事
が
で
き
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。

果
た
し
て
私
に
何
が
で
き
る
で
し
ょ

う
か
？
ホ
テ
ル
の
バ
ー
で
は
私
が
日

本
か
ら
来
た
と
い
う
と
私
の
た
め
に

「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
を
歌
っ
て
く

れ
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
出
会
い
ま
し
た
。

と
て
も
感
激
し
、
そ
れ
だ
け
で
そ
の

国
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
旅
先
で

多
く
の
人
が
私
に
し
て
く
れ
た
よ
う

に
言
葉
の
壁
な
ど
恐
れ
ず
、
急
が
ず
、

ゆ
っ
く
り
と
広
い
心
で
何
を
言
っ
て

い
る
の
か
聞
い
て
あ
げ
、そ
の
人
の
よ

う
に
新
潟
や
聖
籠
町
を
好
き
に
な
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
こ
の
旅
の
経
験

を
私
な
り
に
生
か
せ
た
ら
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

栗原　初子さん

（苔　沼）

研修先

オーストラリア
研修期間

2002.11.5～11.10

十
一
月
五
日
み
ぞ
れ
降
る
新
潟
を

あ
と
に
、
私
達
新
潟
県
商
工
会
女
性

部
一
行
は
一
路
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ

向
か
い
ま
し
た
。
シ
ド
ニ
ー
空
港
へ

着
く
と
そ
こ
は
も
う
夏
で
、（
向
こ
う

は
六
月
）
海
・
空
そ
し
て
ま
わ
り
の

風
景
が
す
ば
ら
し
く
、
外
国
に
来
た

と
い
う
実
感
で
し
た
。
紫
の
花
を
つ

け
た
「
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
」
と
い
う
大

き
な
木
が
あ
ち
こ
ち
に
見
え
、
ま
る

で
日
本
の
桜
の
木
の
よ
う
な
感
じ
で

し
た
。
そ
れ
と
住
宅
街
も
広
々
と
し

て
お
り
、
ど
の
家
も
平
屋
で
同
じ
赤

瓦
と
赤
レ
ン
ガ
の
家
が
き
れ
い
に
建

ち
並
ん
で
い
ま
し
た
。
日
中
は
三
〇

度
位
あ
る
の
に
温
度
が
な
い
せ
い
か
、

汗
も
か
き
ま
せ
ん
。
そ
の
代
わ
り
紫

外
線
が
日
本
の
七
倍
だ
そ
う
で
、
サ

ン
グ
ラ
ス
・
帽
子
は
離
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。
赤
瓦
は
太
陽
光
線
を
シ
ャ
ッ

ト
ア
ウ
ト
し
て
涼
し
く
、
ク
ー
ラ
ー

の
あ
る
家
は
少
な
い
の
だ
そ
う
で
す
。

そ
し
て
洗
濯
物
も
人
目
に
つ
く
所
に

干
す
と
罰
金
だ
そ
う
で
、
ま
っ
た
く

見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
初
の
二
日
間
は
、
シ
ド
ニ
ー
で

の
研
修
で
、
エ
ラ
ク
も
な
い
の
に
エ

レ
ー
ナ
さ
ん
と
い
う
日
系
二
世
の
ガ

イ
ド
さ
ん
で
、
と
て
も
お
も
し
ろ
お

か
し
く
案
内
し
て
く
れ
ま
し
た
。
シ

ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
高
橋
尚

カ
リ
の
木
が
風
で
こ
す
れ
あ
っ
て
自

然
発
火
す
る
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
の

日
も
山
火
事
が
あ
り
ま
し
た
が
別
に

め
ず
ら
し
く
も
な
い
そ
う
で
、
消
火

作
業
も
し
な
い
よ
う
で
す
。

火
事
と
言
っ
て
も
火
は
見
え
ず
、

煙
だ
け
が
あ
ち
こ
ち
に
見
え
ま
し
た
。

そ
う
い
う
事
か
ら
緑
を
大
切
に
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
許
可
な
く
木

を
伐
採
す
る
と
、
こ
れ
ま
た
罰
せ
ら

れ
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
と
コ
ア
ラ
も

そ
の
辺
か
ら
現
れ
る
の
か
と
思
っ
て

ま
し
た
ら
、
夜
行
性
で
動
物
園
の
コ

ア
ラ
も
寝
て
い
ま
し
た
。
ま
た
シ
ド

ニ
ー
の
象
徴
と
も
言
え
る
オ
ペ
ラ
ハ

ウ
ス
・
ハ
ー
バ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
は
と
て

も
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
で
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
ホ
テ
ル
ヒ
ル
ト
ン

に
勤
務
さ
れ
て
い
る
日
本
人
女
性
の

上
田
雅
子
さ
ん
の
講
演
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ー
ル
ス
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
と
い
う
大
役
を
こ
な
さ
れ

て
い
る
方
で
、
海
外
生
活
の
体
験
談

や
海
外
か
ら
見
た
日
本
の
す
ば
ら
し

さ
、
そ
し
て
日
本
人
で
あ
る
事
を
忘

れ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
よ
う
な
事

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
同
じ
女
性

と
し
て
と
て
も
魅
力
的
で
、
は
つ
ら

つ
と
し
て
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
た
く
さ
ん

の
若
い
日
本
人
が
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ

デ
ー
と
い
う
制
度
？
を
利
用
し
て
働

い
て
い
ま
し
た
。
一
年
間
仕
事
を
し

な
が
ら
旅
行
し
た
り
、
学
ん
だ
り
し

て
三
ケ
月
ご
と
に
職
場
が
変
わ
り
い

ろ
ん
な
体
験
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

子
選
手
が
走
っ
た
道
路
を
通
り
、
ま

た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
場
の
脇
を
通

り
、
ワ
イ
ル
ド
パ
ー
ク
や
ブ
ル
ー
マ

ウ
ン
テ
ン
へ
行
き
ま
し
た
。
ブ
ル
ー

マ
ウ
ン
テ
ン
は
ミ
ニ
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ

ニ
オ
ン
と
言
わ
れ
る
そ
う
で
、
ユ
ー

カ
リ
の
林
に
囲
ま
れ
た
雄
大
な
パ
ノ

ラ
マ
で
素
晴
ら
し
い
の
一
言
で
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
山
が
多
い
の
で

す
が
、
高
い
山
が
な
く
、
一
〇
〇
〇

ｍ
位
の
山
が
一
番
高
い
の
だ
そ
う
で

す
。
そ
れ
に
山
火
事
が
多
く
、
ユ
ー
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ホ
テ
ル
の
売
店
・
免
税
店
・
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
に
多
く
働
い
て
い
て
、

こ
れ
は
と
て
も
い
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
し
た
。
そ
し
て
三
・
四
日
目
は
飛

行
機
で
一
時
間
ブ
リ
ス
ベ
ン
へ
。
ポ

イ
ン
シ
ア
ナ
（
ね
む
の
木
）
が
街
路

樹
に
な
っ
て
い
て
、
時
期
に
な
る
と

フ
ァ
イ
ア
ー
ス
ト
リ
ー
ト
と
呼
ば
れ

る
く
ら
い
赤
い
花
が
見
事
だ
そ
う
で

す
。
車
窓
か
ら
市
内
観
光
し
て
、
さ

ら
に
バ
ス
で
一
時
間
目
的
地
の
ゴ
ー

ル
ド
コ
ー
ス
ト
に
到
着
で
す
。
観
葉

植
物
が
路
地
に
生
い
茂
っ
て
い
て
、

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
、

ポ
イ
ン
セ
チ
ア
が
咲
き
み
だ
れ
、
ま

さ
に
南
国
と
思
わ
せ
る
風
景
で
し
た
。

ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
は
さ
す
が
高
級

リ
ゾ
ー
ト
地
で
す
。
高
層
マ
ン
シ
ョ

ン
や
ホ
テ
ル
が
建
ち
並
び
、
住
ん
で

い
る
人
達
も
み
ん
な
リ
ッ
チ
生
活
を

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
羨
ま
し
く

思
い
ま
し
た
。

最
終
日
は
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
の
テ
ー

マ
パ
ー
ク
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
や
水
上
ス

キ
ー
を
見
学
し
ま
し
た
。
私
に
と
っ

て
夢
の
よ
う
な
日
々
で
し
た
。
四
泊

六
日
と
い
う
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間

に
終
わ
り
み
ん
な
無
事
に
帰
れ
た
こ

と
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
私
に

と
っ
て
の
国
際
交
流
と
は
・
・
・

私
の
友
達
が
何
年
か
前
か
ら
韓
国

語
を
習
い
、
い
ま
で
は
年
に
何
回
か

韓
国
に
行
き
、
ま
た
韓
国
か
ら
の
留

学
生
の
入
学
式
な
ど
に
出
席
し
た
り

し
て
、
親
代
わ
り
の
よ
う
な
感
じ
て

学
生
と
接
し
て
い
ま
す
。
私
は
い
つ

も
す
ご
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。ワ
ー

キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
な
る
も
の
は
大
変

い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ど
ん

な
形
で
も
い
い
か
ら
少
し
で
も
関
わ

り
あ
え
れ
ば
い
い
な
あ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

行
政
視
察
研
修
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
コ
ー

ス
）
で
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
、

フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
に
行
っ
て
参
り
ま
し

た
。食

事
の
面
で
は
、
三
カ
国
と
も
主
食

は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
中
心
で
、
全
体
的
に

イ
ギ
リ
ス
料
理
の
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ア
ン
ド

チ
ッ
プ（
魚
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
フ
ラ
イ
）

の
よ
う
に
脂
質
分
の
多
い
料
理
が
中
心

で
し
た
。

日
本
で
も
、
欧
米
型
の
食
事
へ
傾
倒

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
農
産
物
貿
易

に
お
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
多
様

な
農
産
物
の
売
込
み
を
可
能
と
し
て
い

ま
す
。
驚
い
た
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
水

稲
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）
が
、
作
ら

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、

本
町
で
苦
労
し
て
い
る
水
稲
の

転
作
面
積
の
上
昇
は
こ
こ
か
ら

も
端
を
発
し
て
い
る
の
か
と
、

実
感
し
ま
し
た
。

文
化
圏
的
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
統
合
し
よ
う
と
い
う
意
識

の
も
と
Ｅ
Ｕ
が
発
足
す
る
ぐ
ら

い
で
す
の
で
、
町
並
み
は
三
カ

国
と
も
そ
れ
ほ
ど
違
い
は
あ
り

ま
せ
ん
。

言
語
は
、
三
カ
国
と
も
そ
れ

ぞ
れ
言
葉
が
違
い
ま
す
が
、
英

語
で
充
分
用
は
足
り
る
状
況
で

あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
圏
域

の
交
流
の
深
さ
を
痛
切
に
感
じ

ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
頃
の
ヨ
ー
ロ
ッ

聖籠町農業委員会

主事 飯沼　正志

�
新
潟
県
市
町
村
振
興
協
会
が
主
催
す
る
海

外
行
政
視
察
研
修
に
聖
籠
町
役
場
職
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

十
月
四
日
〜
十
月
十
三
日
ま
で
の
十
日
間
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
三
カ
国
を
訪
問
と
い
う
コ
ー
ス
で
、

県
内
十
八
市
町
村
か
ら
ニ
十
四
名
が
視
察
に
参

加
し
ま
し
た
。
聖
籠
町
か
ら
参
加
し
た
農
業
委

員
会
・
飯
沼
主
事
の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

職
員
海
外

行
政
視
察
研
修
報
告

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

風
を
感
じ
て

▲スウェーデンのスーパー前にて分別ごみ箱が設置。環境への配慮は
日本より高い。
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パ
の
新
聞
に
は
、
日
本
に
つ
い
て
竹
中

平
蔵
氏
の
経
済
政
策
批
評
、
ブ
ッ
シ
ュ

大
統
領
親
子
の
対
イ
ラ
ク
政
策
記
事

が
、
ど
の
新
聞
に
も
書
か
れ
て
い
ま
し

た
。そ

の
頃
、
日
本
の
平
均
株
価
は
急
激

に
下
が
っ
た
せ
い
か
、
特
に
日
本
経
済

に
つ
い
て
の
記
事
は
紙
面
の
一
面
を
飾

っ
て
お
り
、
日
本
は
、
世
界
で
も
非
常

に
関
心
の
高
い
国
の
一
つ
で
あ
る
と
言

う
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

フ
ラ
ン
ス
の
社
会
面
に
は
若
者
の
フ

リ
ー
タ
ー
化
を
懸
念
す
る
記
事
が
あ

り
、
ク
ラ
ブ
（
デ
ィ
ス
コ
）
で
遊
ぶ
若

者
の
写
真
の
見
出
し
に
「
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
こ
の
よ
う
な
生
活
が
で
き
る

の
？
」
と
い
う
見
出
し
と
共
に
こ
れ
か

ら
高
齢
化
を
迎
え
る
定
職
を
持
た
な
い

若
者
の
行
く
末
を
懸
念
す
る
記
事
も
見

う
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
研
修
に
行
っ
た
三
カ
国

に
顕
在
し
て
い
る
種
々
の
問
題
は
我
々

が
日
々
懸
念
し
て
い
る
身
近
な
問
題

（
高
齢
者
福
祉
、
雇
用
、
産
業
等
育
成
）

と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
身
近
さ
を
感
じ
ま

し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
視
察
に
い
っ
た
各

地
方
の
う
ち
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま

す
。
各
地
と
も
長
い
歴
史
の
形
成
と
共

に
、
ア
ジ
ア
文
化
圏
域
と
は
違
っ
た
価

値
観
の
も
と
、
独
創
的
な
方
法
で
解
決

に
取
組
ん
で
い
ま
し
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
税
制

（
主
要
視
察
地
　
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
）

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
政
権
与
党
は
、
社

民
党
で
、
高
い
税
収
賦
課
財
源
を
も
と

に
社
会
福
祉
一
般
を
政
府
、
地
方
自
治

体
が
担
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
学

生
の
学
費
は
、
全
額
行
政
が
負
担
し
て

お
り
、
税
金
賦
課
項
目
に
つ
い
て
は
、

非
常
に
広
く
何
で
も
税
金
賦
課
対
象
に

当
て
て
い
る
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
驚
い

た
こ
と
に
、
法
人
税
に
つ
い
て
は
、
純

利
益
に
一
定
額
賦
課
さ
れ
る
の
で
は
な

く
、
売
上
額
の
三
〇
％
に
税
金
が
か
け

ら
れ
る
課
税
方
式
で
す
。

例
え
ば
売
上
に
も
と
も
と
三
〇
％
賦

課
さ
れ
る
の
で
、
企
業
は
販
売
額
に
三

割
の
税
金
を
見
越
し
て
販
売
し
て
い
ま

す
。
結
局
は
消
費
者
が
、
も
と
も
と
七

割
で
買
え
る
も
の
を
三
割
賦
課
し
た
商

品
を
購
入
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。日

本
の
課
税
制
度
に
比
べ
、
と
て
も

シ
ビ
ア
な
取
立
て
方
法
で
す
。
こ
の
よ

う
な
社
会
主
義
政
策
の
も
と
で
、
企
業

家
精
神
、
日
本
で
い
う
民
間
に
よ
る
競

争
意
識
が
保
て
る
の
か
と
い
う
疑
問
は

拭
え
な
い
状
況
で
し
た
。
日
本
と
の
価

値
観
の
違
い
を
は
っ
き
り
と
見
せ
ら
れ

た
思
い
で
す
。

イ
ギ
リ
ス
の
街
並
み

（
主
要
視
察
地：

ロ
ン
ド
ン
）

イ
ギ
リ
ス
の
街
並
み
は
、
日
本
と
違

い
伝
統
色
が
濃
く
、
日
本
の
よ
う
に
時

代
時
代
の
潮
流
に
乗
っ
た
ま
ち
ま
ち
な

建
物
の
並
ん
だ
街
並
み
に
比
べ
、
ロ
ン

ド
ン
は
赴
き
が
あ
り
、
寒
い
街
路
の

コ
ー
ヒ
ー
店
で
も
屋
外
喫
茶
し
た
い

と
思
う
ほ
ど
味
わ
い
深
い
街
で
し
た
。

日
本
人
は
あ
く
せ
く
し
過
ぎ
て
あ
ま

り
周
り
の
こ
と
に
は
関
心
が
薄
い
、
も

し
く
は
あ
ま
り
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
取
り
込
ん
で
き
た
結
果
、
街
並
み

形
成
に
お
い
て
、
調
和
と
い
う
点
に
お

い
て
大
き
な
差
と
な
っ
て
い
る
の
で
な

い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
高
齢
者
福
祉

（
主
要
視
察
地：

パ
リ
）

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
高
齢

者
の
数
は
近
年
伸
び
つ
づ
け

て
お
り
高
齢
化
社
会
が
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
深
刻
な
問
題
は
、
重
度

の
障
害
を
も
っ
た
高
齢
者
の

増
加
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
重
度

の
障
害
を
も
っ
た
高
齢
者
を

増
加
さ
せ
な
い
た
め
に
、
生

き
が
い
を
持
っ
て
生
活
で
き

る
居
住
施
設
の
充
実
に
は
大

変
驚
き
ま
し
た
。

部
屋
、
食
堂
と
も
洒
落
た

造
り
と
な
っ
て
お
り
テ
ラ
ス
で
会
話
を

楽
し
ん
で
い
る
風
景
は
大
変
魅
力
的
に

見
え
ま
し
た
。

で
は
、そ
の
入
所
費
用
は
と
い
う
と
、

高
齢
者
が
、
国
に
申
請
す
れ
ば
受
け
取

れ
る
補
助
金
を
代
理
申
請
し
、
そ
こ
か

ら
入
所
費
に
あ
て
た
り
、
高
、
低
所
得

者
に
よ
っ
て
も
入
所
費
用
の
負
担
に
つ

い
て
配
慮
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。そ

の
他
、
様
々
な
視
察
行
程
で
十
日

間
ば
か
り
勉
強
し
、
食
、
空
気
な
ど
を

介
し
て
し
か
知
り
え
な
い
多
く
の
も
の

も
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
レ
ポ
ー
ト
は
抜
粋
し
て
紹
介
し
て
あ
り
ま
す
）

▲
フ
ラ
ン
ス
の
老
人

ホ
ー
ム
の
食
堂
。

ま
る
で
レ
ス
ト
ラ

ン
の
よ
う
で
す
。

▲イギリスの街並

▲イギリスの田園都市風景
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1
《保健福祉事業》

　日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

INFORMATION
お
し
ら
せ
お問い合わせ先

町役場　　　　　@２７－２１１１

町民会館　　　　@２７－２１２１

図書館　　　　　@２７－６１６６

保健福祉センター@２７－６５１１

診療所　　　　　@２７－１２３４

水道課　　　　　@２７－５１４１

町
長
の
動
向

（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

１
月

５
日
・
消
防
出
初
式

６
日
・
年
頭
の
挨
拶

16
日
・
区
長
会
議

17
日
・
当
初
予
算
一
次
査
定

21
日
・
当
初
予
算
二
次
査
定

22
日
・
郡
町
村
会
１
月
定
例
会

30
日
・
葉
た
ば
こ
耕
作
50
周
年
記

念
式
典

ところ　保健福祉センター

◆心配ごと相談

８日、22日、29日

（各日とも午後１時～４時）

◆弁護士相談

16日（木）

午後１時～（要予約）

◆行政相談（毎月第２火曜日）

14日（火）午前９時30分～11時

◆乳幼児健康診査・各種学級

○育児学級　

15日（水）午後１時30分～

○育児相談会

20日（月）午前10時～11時

○ 親子歯科健診

20日（月）午後１時30分～

○３歳児健診

30日（木）午後１時30分～

○乳児健診

31日（金）午後１時30分～

１月の

広報お知らせ号は

お休みします

1月10日までに申請を

選挙管理委員会では毎年１月に農業委員会委員選挙人名簿登載申請を受

け付け、名簿を作成しています。今回も農家組合長さんを通して各農家に

申請の取りまとめをお願いしております。

農家組合長さんから申請用紙が届かなかった場合で、次に該当する方は

役場2階・選挙管理委員会へ直接申請してください。

【農業委員会委員選挙人名簿に登録される人】

平成15年１月１日現在、聖籠町に住所を有し、年齢20歳以上（昭和58年

４月１日までに生れた方）で次の要件のいずれかを満たす方

① 10アール以上の農地について耕作の業務を営む者

② ①に該当する者の同居の親族又はその配偶者で、その耕作に従事す

る日数が、年間おおむね60日以上の者

③ 10アール以上の農地につき耕作の業務を営む農業生産法人の組合

員、社員又は株主で、耕作に従事する日数が年間おおむね60日以上

の者

【申請手続き】

印鑑を持参し、聖籠町役場２階選挙管理委員会へ申請においでください。

※今回、申請により作成される名簿は平成16年3月に予定されている聖籠

町農業委員会委員選挙に使用されます。

聖籠町選挙管理委員会
@27－2111



広報聖籠 15

　日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 

町
教
育
委
員
会
で
は
、
今
年

の
４
月
か
ら
町
内
の
小
学
校
、

中
学
校
へ
入
学
す
る
児
童
・
生

徒
を
お
持
ち
の
保
護
者
の
皆
さ

ん
に
、
入
学
期
日
お
よ
び
学
校

名
等
を
１
月
末
日
ま
で
に
郵
送

で
通
知
し
ま
す
。
通
知
書
が
届

か
な
い
、
ま
た
は
通
知
書
内
容

に
異
動
や
誤
り
が
あ
る
場
合
は

至
急
教
育
委
員
会
（
学
校
教
育

課
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

小
・
中
学
校
の
入
学
通
知
書
を

お
届
け
し
ま
す

一
月
末
日
ま
で
に
届
か
な
い
場
合
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い

●
小
学
校
新
入
学
児
童

平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

●
中
学
校
新
入
学
生
徒

平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

@
２
７
―
１
９
６
５
（
直
通
）

●犯罪の処分に
納得いかないとき

犯罪の被害にあったのに、あるいは

犯罪を告訴・告発したのに犯人を裁判

にかけてくれないのは納得できないな

ど、検察官の不起訴処分について不満

をお持ちの方、詳しいことをお知りに

なりたい方は、検察審査会にお問い合

わせください。

●検察審査会とは
検察審査会は、国の機関で主な仕事

として、検察官が犯人を裁判にかけな

かった『不起訴処分』のよしあしを審

査する機関です。

審査する検察審査員は選挙権を有す

る国民の中から『くじ』により選ばれま

す。

１年間を４期間に分け、それぞれ11

人ずつの選ばれた検察審査員が代表し

て審査しています。

ご存じですか

検察審査会

検察審査員の選任方法

国民・有権者
（選挙人名簿登載者）

市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会

検
察
審
査
会
事
務
局

予定者 800名

候補者 400名

検察審査員・補充員
１.４.７.10月各月末日
に５～６人ずつ選定

※選定には裁判官、
検察官、市町村職
員が立会います

※

選定

選定

選定

お問い合わせ
新発田検察審査会事務局
@２４─０１２１

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
地
域
の
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
と
、
介
護
の
専

門
職
で
あ
る
介
護
福
祉
士
の
要
請
を

め
ざ
す
た
め
の
「
専
攻
科
社
会
福
祉

コ
ー
ス
（
２
年
通
信
教
育
）」
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
専
攻
科
社
会
福
祉
コ
ー

ス
の
特
徴

【
専
攻
科
】
２
年
制
（
高
卒
以
上
）

【
対
象
者
】

・
介
護
福
祉
士
を
目
指
す
人
（
専
門

学
習
）

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
が
あ

る
人
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
）

・
医
療
・
福
祉
・
教
育
関
係
に
従
事

し
て
い
る
人
（
リ
カ
レ
ン
ト
学
習
）

【
受
講
資
格
】

満
18
歳
以
上
で
、
半
年
ま
た
は
一

年
継
続
し
て
学
習
す
る
意
欲
の
あ
る

・
福
祉
社
会
の
知
識
や
技
術
を
学
び

た
い
人
（
共
生
学
習
）

【
募
集
人
員
】
二
千
名

【
出
願
期
間
】

２
月
１
日
〜
２
月
25
日
必
着

【
出
願
資
格
】

高
校
卒
業
者

資
料
請
求
・
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
本
校

@
０
４
２
―
５
７
２
―
３
１
５
１

（
〒
１
８
６
―
８
０
０
１
東
京
都
国

立
市
富
士
見
台
２
―
３
６
）

豊
か
な
社
会
福
祉
に
貢
献

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
専
攻
科
社
会
福
祉
コ
ー
ス

学
生
募
集

県
立
新
潟
女
子
短
期
大
学

平
成
１５
年
度
特
別
受
講
生
募
集

健
康
な
方
、
学
歴
、
性
別
は
問
い
ま

せ
ん
。

【
受
講
料
】

無
料
（
た
だ
し
、
雑
費
と
し
て
一

科
目
千
円
徴
収
）

【
公
開
科
目
】

57
科
目

【
募
集
期
間
】

２
月
３
日
〜
２
月
27
日

【
募
集
要
項
の
請
求
】

住
所
・
氏
名
を
書
い
た
返
信
用
角

２
号
封
筒
（
一
四
〇
円
切
手
貼
付
）

を
「
特
別
受
講
生
募
集
要
項
請
求
」

と
表
記
し
た
封
筒
の
中
に
入
れ
、
送

付
く
だ
さ
い
。

県
立
女
子
短
期
大
学
教
務
係

（
〒
９
５
０
―
８
６
８
０
新
潟
市
海

老
ケ
瀬
４
７
１
）

@
０
２
５
―
２
７
０
―
１
３
０
２
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　日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 

【
応
募
資
格
】

過
去
に
事
務
職
又
は
技
術
職

（
調
理
・
保
育
な
ど
）、
技
能

労
働
職
の
経
験
を
持
ち
、
か

つ
事
務
職
に
つ
い
て
は
50
歳

以
下
、
そ
の
他
の
職
に
つ
い

て
は
60
歳
以
下
の
方
と
な
り

ま
す
。

【
応
募
の
方
法
】

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
載
（
写
真
貼
付
）
の
う

え
住
民
票
を
添
付
し
、
役
場

総
務
課
秘
書
係
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

【
提
出
期
限
】

２
月
28
日
l 町

で
は
、
役
場
で
働
く
臨
時
・
パ
ー
ト
タ
イ
ム

職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
適
任
者
と
し
て
登
録

さ
れ
た
者
の
う
ち
か
ら
必
要
の
つ
ど
雇
用
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
是
非
登
録
し
て
下
さ
い
。
応
募

条
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

町
の
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員

登
録
し
ま
せ
ん
か

【
雇
用
条
件
】

給
与
・
勤
務
条
件
等
は
「
聖

籠
町
非
常
勤
職
員
取
扱
要

綱
」
に
よ
り
ま
す
。

【
登
録
簿
の
有
効
期
限
】

登
録
簿
の
有
効
期
限
は
一
年

で
す
。
前
年
度
以
前
に
登
録

さ
れ
た
方
で
登
録
を
希
望
す

る
方
は
新
た
に
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

役
場
総
務
課
秘
書
係

@
２
７
―
２
１
１
１

（
内
線
２
１
４
）

所得控除のための証明書を発行します
申請は保健福祉課へ

※認定書の発行には申請が必要です。前年度の確認が必要なため、希望される方は必

ず事前に保健福祉課へご連絡ください。

保健福祉課（保健福祉センター内）@27－6511

◆おむつに係る費用の医療費控除用証明書
平成14年中に介護保険法に基づく要介護・要

支援認定を受けた方で次の用件の全てに該当す
る場合、市町村で証明書を発行できるようにな
りました。この証明書は、平成14年中に使用し
たおむつ代分を医療費控除として平成15年に確
定申告する場合に発行します。
１．おむつ代について医療費控除を受けるのが
２年目以降である方

２．平成14年中に作成された、介護保険主治医
意見書に次の記載のある方
①日常生活自立度が一定基準以上（B1・B2・
C1・C2）であること
②発生可能性が高い病態で「尿失禁」の可能
性が「あり」であること

・平成14年中にお亡くなりになった方の証明書
も発行できます

◆老齢者の所得税、地方税上の障害者控除対
象者認定書の発行について
年齢65歳以上で心身に障害があり、身体障害

者に準ずる方に「障害者控除対象者認定書」を
次の要領で発行します。
１．平成14年中に介護保険法に基づく要介護・
要支援認定を受けた方
・介護保険認定調査票の日常生活自立度等
に基づき認定
・平成14年中にお亡くなりになった方の認
定書も発行できます

２．要介護・要支援認定を受けていない方で
「寝たきり」、「痴呆」の状態にある方
・保健福祉課職員が、日常生活自立度等を
調査後、該当する場合認定

申請は 
保健福祉課へ 
必ず事前に電話連絡ください 

成人用おむつ・老齢障害者
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　日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 

去る平成14年10月15日～21日に

実施した胸部レントゲン検診と肺

がん（喀
かく

痰
たん

）検診の結果が出まし

た。

異常のあった方へはすでに連絡

してあります。

連絡の無かった方は異常ありま

せんでしたので、お知らせいたし

ます。

保健福祉課 保健師

@ ２７－６５１１

町胸部レントゲ
ン検診を受診さ
れた方へ 平

成
１５
・
１６
年
度
に
町
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
物
品
等
の
入
札
参
加
を
希
望
す
る
法
人
（
個
人
を
含

む
）
の
参
加
申
請
を
次
に
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

【
有
効
期
間
】

平
成
15
・
16
年
度

【
受
付
期
間
】

平
成
15
年
２
月
１
日
〜
２
月
28
日

午
前
９
時
〜
正
午
　

午
後
１
時
〜
５
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

【
提
出
書
類
】

各
参
加
資
格
申
請
書
は
新
潟
県
様
式
の
書
類
に
準
じ
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

【
提
出
部
数
】
一
部

【
提
出
方
法
】

●
Ａ
４
サ
イ
ズ
、
ひ
も
綴
じ
ま
た
は
ホ
チ
キ
ス
止
め
。

●
持
参
、
郵
送
可
（
郵
送
の
場
合
受
付
確
認
の
た
め
返
信
用
ハ

ガ
キ
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。）

【
提
出
場
所
】
役
場
　
総
務
課
　
行
政
係

※
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

役
場
総
務
課
　
@
２
７
―
２
１
１
１

入札参加資格申請の受け付けを行います。

税務課からのお知らせ 役場　税務課

@２７－１９５６（直通）

所得税の確定申告は
正しくお早めに

平成14年分の所得税の確定申告期

間の初日（平成15年２月16日）が日

曜日のため、税務署での相談及び申

告の受付は、

平成15年2月17日hから

3月17日hまでです。

◆贈与税の申告期間は、

2月3日hから

3月17日hまでです。

※税務署の閉庁日（土・日・祝日等）

は、税務署では相談及び申告書の

受付は行っておりませんが、申告

書は郵送又は税務署の時間外収受

箱に投函することにより提出する

ことができます。

新発田税務署@22－3161

税金の質問にお答えします。
私は、平成11年に住宅を新築しました。平成12年度

から固定資産税を払っていますが、ずっと10万円の

ままです。建築してから３年たって、建物もだんだん古く

なっているのに税金が下がらないのはなぜですか？

家屋の税金は、評価額に税率1.4％を掛けて算出しま

すが、その元となる評価額は３年間変わりません。

また、評価額の計算は３年に１度評価替えを行い、今新

築したらいくらになるか（再建築価格）という積算で求め

ます。ご質問のとおり、家屋は年々古くなって損耗します

ので、その損耗分を減価させて評価額を計算しますので、

通常、評価額は下がります。

しかし、損耗分の減価を上回る建築物価の上昇がある場

合は価格が上がりますが、その場合は、評価額の据え置き

措置があり税額は増えません。

ただ、あなたの場合は、評価替えにより評価額は下がり

ますが、新築した翌年から14年までの３年間新築住宅の減

額を受けていますから、15年度からの税金は減額が無くな

るため高くなります。

Ｑ

Ａ



広報聖籠 18

１
月
25
日
m
、
26
日
g

１
泊
２
日

県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

（
西
蒲
原
郡
巻
町
越
前
浜
）

小
学
校
４
・
５
・
６
年
生

定
　
　
員
　
一
五
〇
名

参
加
費
　
三
、
七
〇
〇
円

申
込
締
切
　
１
月
17
日
l

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

@
０
２
５
６
│
７
７
│
２
１
１
１

町
で
は
、
１
歳
か
ら
６
歳
ま
で

の
小
学
校
入
学
前
ま
で
、
医
療
費

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
１

月
で
１
歳
を
迎
え
る
お
子
さ
ん
の

保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、
１
月
中
に

手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

手
続
き
方
法
は
次
の
通
り
で
す
。

平
成
14
年
１
月
生
の
方

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑
　
②
保
険
証

手
続
き
場
所

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

保
健
福
祉
課
幼
児
医
療
担
当

@
２
７
―
６
５
１
１

な
お
、
こ
の
手
続
き
を
済
ま
せ

な
い
と
医
療
費
助
成
を
受
け
ら
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

手
続
き
を
忘
れ
ず
に

幼
児
医
療
費
助
成

１
月
28
日
i

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

東
北
電
力
新
発
田
営
業
所

会
　
　
費

千
円

定
　
　
員
　
24
名

申
込
期
間
　
１
月
６
日
〜
21
日

◆
冬
の
ご
馳
走
レ
シ
ピ

２
月
４
日
i

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

東
北
電
力
新
発
田
営
業
所

会
　
　
費

千
円

定
　
　
員
　
24
名

申
込
期
間
　
１
月
６
日
〜
28
日

◆
親
子
パ
ン
教
室

２
月
８
日
m

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

東
北
電
力
新
発
田
営
業
所

会
　
　
費
　
八
百
円

定
　
　
員
　
親
子
８
組

申
込
期
間
　
１
月
６
日
〜
31
日

県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

集
れ
み
ん
な
仲
良
し

君
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
昔
の
遊
び

労
働
基
準
法
第
15
条
に
よ
り
、
次

の
事
項
に
つ
い
て
は
、
書
面
で
労
働
条

件
を
明
示
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

労
使
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
必
ず
書
面
で
こ
れ
ら
の
事

項
を
労
働
者
に
通
知
し
ま
し
ょ
う
。

①
契
約
期
間
②
就
業
場
所
③
始

業
・
終
業
の
時
刻
、
時
間
外
の
有

無
、
休
憩
時
間
、
休
日
、
休
暇
④

賃
金
（
計
算
、
支
払
い
方
法
、
賃

金
の
締
切
日
、
支
払
日
、
昇
給
に

関
す
る
事
項
）
⑤
退
職
に
関
す
る

事
項

不
明
な
点
は
、
新
発
田
労
働
基
準

監
督
署
監
督
賃
金
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

@
２
７
―
６
６
８
０

労
働
条
件
の
通
知
を
書
面
で

行
っ
て
い
ま
す
か

◆
可
愛
く
て
美
味
し
い
手
作
り
イ
チ

ゴ
プ
チ
パ
イ
＆
生
チ
ョ
コ

パ
ス
テ
ル
ク
ッ
キ
ン
グ

　日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 

ちびっこ探検学校
ヨロン島　参加者募集
文部科学省所管のc国際青少年研

修協会では『第27回記念ちびっこ探
検学校ヨロン島』の参加者を募集し
ています。この事業は沖縄に近い南
の島、ヨロン島の青い海と美しい自
然の中で仲間と助け合う楽しさを知
り、在日外国人と活動・生活を共に
することで国際感覚を身につける第
一歩とします。

３月27日k～４月３日k

７泊８日
鹿児島県大島郡与論町

定　　員 400名
申込締切　３月７日l

大学生・社会人のための
冬期海外派遣　参加者募集
文部科学省所管のc国際青少年研

修協会では青年（18歳以上）対象に
海外派遣事業を募集しています。主
な活動内容は、ホームステイ、文化
交流、地域見学、学校訪問、ボラン
ティア活動等。体験を通してお互い
の理解や交流を深め、国際性を養う
ことを目的にして実施されます。
【コース・定員・期間】
オーストラリア（20名）２月16日～２月25日
アメリカ（20名） ２月16日～３月１日
インドネシア（15名） ２月16日～２月25日
カンボジア（15名） ２月23日～３月５日
イギリス（20名） ２月16日～３月１日

【費　　用】19万５千円～31万円
【申込締切】1月11日

（カンボジアは1月18日）

c国際青少年研修協会

〒160－0004東京都新宿区四谷2-11
@03－3359－8421
URL http://www.kskk.or.jp

◆
家
庭
で
作
る
と
っ
て
お
き
中
華

２
月
12
日
j

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

東
北
電
力
新
発
田
営
業
所

会
　
　
費
　
千
円

定
　
　
員
　
24
名

申
込
期
間
　
１
月
６
日
〜
２
月
５
日

㈱
電
力
ラ
イ
フ
ク
リ
エ
イ
ト

@
０
１
２
０
│
１
０
５
５
９
９

１月10日は110番の日
こんなときはためらわず110番

●事件や事故を見たとき

●泥棒などの被害にあったとき

●道路で倒れている人を見たとき

●暴走族を見たとき



工事（件）名
公下工第18号

杉谷内255号管渠整備工事

公下工第９号

杉谷内第12マンホールポンプ設置工事

災害用移動式炊飯用器具購入

用第２号

蓮潟家の前線道路用地測量業務委託

トレーニングルームスポーツカーペット

交換工事

公下工第19号

杉谷内253号管渠整備工事

公下工第44号

杉谷内254号管渠整備工事

特下工第12号

本三賀第３マンホールポンプ設置工事

公下工第35号

杉谷内第11マンホールポンプ設置工事

特下委21号

管渠実施設計に伴う土質調査業務委託
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（注１）広報に載せてほしくない方は、町民課窓口で手続
きの際、その旨お話しください。
（@27－2111  内線112  町民サービス係）

（注２）渡邊さんの「邊」という文字など略して掲載
しています。戸籍に記載されている正確な氏
名と多少異なる場合があります。ご了承くだ
さい。

赤ちゃん 保護者 誕生日 行政区

紅
くれ

葉
は

さん （水戸部健一） 10.26 山　　倉

颯
そう

哉
や

くん （桜井　浩二） 10.28 桃　　山

拓
たく

真
ま

くん （鈴木　真琴） 10.29 次 第 浜

都
みやこ

さん （齋藤　勝治） 11.04 山 三 賀

航
こう

佑
すけ

くん （高松　和則） 11.08 亀　　塚

昇
しょう

馬
ま

くん （多田顕二郎） 11.10 東　　山

大
だい

輝
き

くん （宮下　吉勝） 11.12 次 第 浜

琢
たく

海
み

くん （宮下　吉勝） 11.12 次 第 浜

彩
あや

愛
め

さん （田中　克明） 11.12 網 代 浜

実
み

留
と

さん （二宮　友和） 11.13 蓮　　野

晴
はる

菜
な

さん （樋口　卓夫） 11.21 網 代 浜

亜
あ

実
み

さん （永井　義人） 11.21 稲 の 平

氏　　名 年　齢 死亡日 行政区

加　藤　　　進
すすむ

さん （92歳） 11.05 蓮　　野

渡　辺　マ　サさん （94歳） 11.06 網 代 浜

渡　辺　清次郎
せ い じ ろ う

さん （75歳） 11.07 網 代 浜

高　橋　イシノさん （86歳） 11.07 正　　庵

平　野　八
はち

之
の

十
じゅう

さん （86歳） 11.07 次 第 浜

小　池　秋
あき

夫
お

さん （40歳） 11.11 大夫興野

高　橋　彦三郎
ひこさぶろう

さん （83歳） 11.14 網 代 浜

今　井　修
しゅう

吾
ご

さん （26歳） 11.15 上大谷内　

高　橋　徳
とく

次
じ

さん （69歳） 11.19 網 代 浜

坂　上　俊
しゅん

司
じ

さん （79歳） 11.20 二 本 松

新郎・新婦

吉　田　元
もと

気
き

さん

（山田）亜
あ

衣
い

さん

届出日 行政区

｝ 11.01 二 本 松

松　田　克
かつ

博
ひろ

さん

（田中）リ　カさん｝ 11.09 亀 　 塚

加　来　幸
こう

治
じ

さん

（竹内）あき子
こ

さん｝ 11.18   旭 ケ 丘

田　沢　一
かず

夫
お

さん

（岩間）美
み

香
か

さん｝ 11.24   網 代 浜

山　崎　文
ふみ

政
まさ

さん

（山口）由希子
ゆ き こ

さん｝ 11.24   網 代 浜

羽　田　敏
とし

樹
き

さん

（高橋）美
み

穂
ほ

さん｝ 11.30   藤 　 寄

完成期限業　者　名契約額（円）

入 札 結 果

45,150,000

7,875,000

1,438,500

5,355,000

4,935,000

19,635,000

10,710,000

6,825,000

7,245,000

1,260,000

曽根建㈱

㈱鶴見製作所

新潟支店

船山㈱新潟支店

㈱岩測設計

日勝ｽﾎﾟｰﾂ工業

㈱新潟支店

㈱丸昭工務店

㈱丸昭工務店

新明和工業㈱

新潟営業所

㈱鶴見製作所

新潟支店

㈱日さく

新潟支店

H15.03.21

H15.03.21

H14.12.21

H15.03.23

H15.01.31

H15.03.24

H15.03.24

H15.03.24

H15.03.24

H15.03.09

（11月22日～12月5日）

　日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 

県
立
自
然
科
学
館催

し
物
案
内

◆
工
作
フ
ェ
ア

１
月
12
日
g
午
前
10
時
〜

１
月
13
日
n

午
前
９
時
30
分
〜

ス
ラ
イ
ム
な
ど
、
様
々
な
メ
ニ
ュ
ー

の
中
か
ら
選
ん
で
工
作

※
入
館
料
の
ほ
か
に
一
工
作
に
つ
き

一
〇
〇
円
必
要

◆
か
ら
く
り
の
世
界

１
月
19
日
g

①
午
後
１
時
〜
　
②
午
後
３
時
〜

茶
運
び
人
形
・
段
返
り
人
形
な
ど

の
か
ら
く
り
人
形
の
実
演

定
員

各
回
40
名
（
先
着
）

新
潟
県
立
自
然
科
学
館

@
０
２
５
│
２
８
３
│
３
３
３
１

高齢者と家族のよろず相談
新潟県高齢者総合相談センターでは、お年寄りやその家

族の方々が抱える悩みごとや、心配ごとの相談を無料でお

受けしています。

１月、２月の相談日程は次のとおりです。

【相談電話】

０２５－２８５－４１６５

相談の種類

よろず相談

法　　　律

医　　　療
痴　　　呆
公的年金、保険
税　　　金
健康、介護

相談時間

13:30～16:00

13:30～15:30
14:00～16:00
13:30～15:30
10:00～12:00
10:00～16:00

毎週月曜日から金曜日　9:00～17:00まで
（土日祝日は除く）

１月

06、20、23、
27
お休み
15
07
10
09

２月

03、10、17、
24
05
19
04
14
13

専門相談（予め予約が必要です）
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交
通
安
全
協
会
な
ど
の
主
催
に
よ

り
高
齢
者
が
三
カ
月
間
無
事
故
を
目

指
す
高
齢
者
交
通
安
全
コ
ン
ク
ー
ル

に
聖
籠
町
か
ら
十
七
チ
ー
ム
一
五
〇

人
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
交
通

安
全
リ
ー
ダ
ー
を
軸
と
し
て
グ
ル
ー

プ
を
組
織
し
、
リ
ー
ダ
ー
か
ら
交
通

安
全
教
育
を
受
け
な
が
ら
交
通
安
全

の
意
識
を
高
め
、
事
故
に
あ
わ
な
い

こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
る
コ
ン
ク
ー

ル
で
す
。
参
加
し
た
町
内
全
チ
ー
ム

と
も
三
ヵ
月
間
無
事
故
を
見
事
達
成

し
ま
し
た
。
十
二
月
三
日
に
は
無
事

故
達
成
大
会
を
兼
ね
た
表
彰
式
に
参

加
し
、
そ
の
後
町
長
か
ら
伝
達
表
彰

を
う
け
ま
し
た
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
の
ほ
と
ん
ど
が
夕

暮
れ
に
集
中
し
、
歩
行
中
が
大
半
を
占
め
て

い
ま
す
。
夕
暮
れ
時
の
高
齢
者
交
通
事
故

を
く
い
止
め
よ
う
と
十
一
月
七
日
・
十
二

日
に
高
齢
者
の
い
る
世
帯
に
訪
問
し
、
夕

暮
れ
時
の
交
通
安
全
へ
の
注
意
を
促
し
ま

し
た
。
新
発
田
警
察
署
聖
籠
交
番
、
安
全

協
会
聖
籠
支
部
、
交
通
安
全
母
の
会
、
専

門
交
通
安
全
指
導
員
な
ど
が
手
分
け
を
し

て
巡
回
し
、
交
通
事
故
防
止
に
効
果
的
な

反
射
材
を
配
布
し
な
が
ら
、
気
を
つ
け
て

い
た
だ
く
よ
う
訪
問
し
ま
し
た
。

町
と
交
通
安
全
母
の
会
の
主
催
に
よ
り
、

町
内
小
学
校
区
ご
と
に
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

を
対
象
と
し
た
交
通
安
全
研
修
会
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
十
一
月
六
日
山
倉
地
区
、

十
一
月
八
日
蓮
野
地
区
、
十
一
月
二
十
九

日
亀
代
地
区
で
実
施
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
約

一
五
〇
人
ず
つ
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
新
発
田
地
区
交
通
安
全
協
会

の
方
の
講
話
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て
交

通
事
故
の
恐
ろ
し
さ
を
確
認
し
合
い
ま
し

た
。

交
通
安
全高

齢
者
世
帯
訪
問
実
施

交
通
安
全
研
修
会
開
催

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
450
人
参
加

交　通 
安　全 
交　通 
安　全 
Ｎ
ＥＷＳ
Vol 9

3カ月間無事故達成 
聖籠町から150人17チーム参加 

区分

年

平成14年

平成13年

増　減

11 月

発生件数

6

14

△8

死者数

1

0

＋1

傷　者

12

17

△5

１月～11月（累計）

発生件数

114

116

△2

死者数

5

3

＋2

傷　者

154

150

＋4

町の交通事故
発生状況
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十
二
月
七
日
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
中
国
か
ら
の
留
学
生
十
三
名
と
町

民
三
十
五
名
が
参
加
し
て
中
国
風
ぎ
ょ
う

ざ
づ
く
り
交
流
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

留
学
生
の
み
な
さ
ん
の
指
導
に
よ
る
水

ぎ
ょ
う
ざ
は
皮
か
ら
手
作
り
。
器
用
に
ぎ
ょ

う
ざ
の
皮
を
伸
ば
す
留
学
生
を
真
似
し
て
、

町
民
参
加
者
も
が
ん
ば
っ
て
挑
戦
し
ま
し

た
。二

時
間
ほ
ど
の
作
業
で
出
来
上
が
っ
た

ぎ
ょ
う
ざ
は
あ
っ
さ
り
と
し
て
い
て
、「
お

い
し
い
。
い
く
ら
食
べ
て
も
あ
き
な
い
。」

な
ど
の
感
想
が
多
く
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

十
二
月
四
日
、
山
倉
小
学
校
四
年
生
を

対
象
に
東
北
電
力
㈱
東
新
潟
発
電
所
に
よ

る
紙
づ
く
り
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

春
先
に
小
学
校
で
植
え
育
て
た
非
木
材
の

紙
資
源
ケ
ナ
フ
や
古
紙
を
使
っ
て
の
紙
づ

く
り
。
東
北
緑
化
環
境
保
全
㈱
の
皆
さ
ん

が
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。「
紙
は
い
ろ
い

ろ
な
素
材
か
ら
作
る
こ
と
が
で
き
、
再
利

用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
も

限
ら
れ
た
資
源
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い

ね
」
と
指
導
員
の
説
明
を
受
け
、
用
意
し

た
繊
維
を
、
す
く
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

初
め
て
の
体
験
に
児
童
た
ち
は
喜
び
と
驚

き
の
よ
う
す
で
に
ぎ
や
か
に
作
業
し
ま
し

た
。

聖籠中学校の森づくりが平成15年
６月10日から20日までの間で行われ
ることになりました。
今までボランティアの方々を中心

に、ドングリの苗を育てたり、予定地
の保護のため花を植え、植栽に必要
なワラ集めなどを行ってきました。
ドングリの苗も大きくなり、来年の

植栽を心待ちにしているようです。
森づくりは大勢の方の力を必要と

します。町民みんなの手で中学校そし
て聖籠町を緑いっぱいにしてみませ
んか。50年後、100年後の将来を夢見
て、これから先ずっと子どもたちを見
守り、語り継がれていくと思う森の大
事な１ページづくりをおじいちゃん、
おばあちゃん、お父さん、お母さん、
そして森とともに成長していく子ど
もたちも一緒にはじめましょう。
森づくりへ参加される方は聖籠中

学校地域交流棟までご連絡くださ
い。@２７－７０８５
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町の宝
で～す
11月の乳児健診から

星野　凌佑
りょうすけ

くん
H14. 7. 9生

武田　桃
もも

ちゃん
H14. 7. 30生

眞鍋　来
らい

夢
む

くん
H14. 7. 5生

平野　花
か

奈
な

ちゃん
H14. 7. 13生

高橋　一
かず

馬
ま

くん
H14. 4. 17生

福田　優
ゆう

奈
な

ちゃん
H14. 7. 3生

稲田　彩
いろ

葉
は

ちゃん
H14. 7. 30生

森田　麗
れい

華
か

ちゃん
H14. 7. 23生

斎藤　寧
ね

皇
お

くん
H14. 7. 23生

天野　瑛
えい

稀
き

くん
H14. 7. 10生

風間　洋
ひろ

範
のり

くん
H14. 7. 11生

遠藤　恋
れん

歌
か

ちゃん
H14. 7. 28生

宮澤　大月
たいが

くん
H14. 7. 25生

斉藤　優
ゆ

佳
か

ちゃん
H14. 7. 17生

菅原　佳
よし

久
ひさ

くん
H14. 7. 13生

斎藤　竜
たつ

真
ま

くん
H14. 3. 19生

ばろひのなんみ

次のテーマと要項により、ハガキ

（手紙も可）を募集します。

●聖籠の風

町の業務や行事、あるいは地域や

学校でのことなど、日々の生活の中

で感じたことをお寄せください。

（良かったこと、又良くなかったこ

と）

子どもたちの意見も大歓迎です。

600字以内でお書きください。

●イラスト自慢大募集

絵を書くのが大好きな子どもたち

自慢のイラストをハガキの裏に書い

てどんどん送ってください。（黒一

色でハッキリと書いてください）

●『町政ポスト』Ｑ＆Ａ

町政への積極的なご意見、ご提案

など（聖籠町の将来像、私はこう考

える…）を、町民の皆様から寄せて

いただくために設けられたハガキに

よる広聴制度です。町長が目を通し、

担当課で回答いたします。よりよい

町づくりのために、あなたのご意見

をお寄せください。

■応募方法■

V町政ポスト用のハガキでお寄せく

ださい。（切手を貼らずに投函で

きます）なお、このハガキは

①役場一階の総合案内

②診療所の窓口

③町民会館の窓口

④図書館のカウンター

の４か所に設置してあります。ど

んどんお寄せください。

Vなお、氏名・住所・電話番号の記

載のないものは掲載いたしません

ので、必ずご記入ください。（匿

名希望、ペンネーム希望と書いて

くだされば名前は掲載しません）

※なお、投稿原稿の趣旨を変えずに

削ったり直したりする場合があり

ますので、ご了承ください。

V採用された方には、図書券を差し

上げます。

自
治
宝
く
じ
助
成
で

蓮
潟
公
会
堂
が
竣
工
！

c
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
て

「
蓮
潟
公
会
堂
」
が
完
成
し
、
十
二
月

十
五
日
g

に
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
助
成
は
、
宝
く
じ
の
収
益

金
を
利
用
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

健
全
な
発
展
を
図
る
も
の
で
あ
り
、

蓮
潟
公
会
堂
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
場
と
し
て
大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

元気に育ってね

この写真は保健セ

ンターで行われる

乳児健診会場で撮

影しています。

まりこ・８歳

ミント・12歳

佐藤美樹さん・９歳

スラム・ダンク・11歳

ピ→チ・10歳

かずひら・16歳

高橋優華さん・８歳

清羅・14歳

ぴよちゃん・９歳

ひかる・９歳 Endless・12歳

ボーボボ・12歳

シャーマンキング・13歳

のんでポクテ・11歳

イ
ラ
ス
ト
自
慢 

投稿するときは濃い鉛

筆かペンで描いてくだ

さい。（薄いものは掲載

できません）

名前は必ず書いてくだ

さい。（ペンネーム希望

の場合は名前の横にペ

ンネーム『○○○○○』

と書いてください）

サンセットラブ 
　　　女性参加者大募集！ 

素敵な出会いを 
見つけませんか？ 

と　き　平成15年１月25日m
午後５時00分～

ところ　ジョイタウンボウル新発田店
＆新発田ベルナール

参加費　女性3,500円

参加対象者
20歳以上の独身女性15名

申し込み
平成15年１月10日lまでに聖籠町役場総務課
（@27－2111）へ参加費を添えて申し込み願
います。



絵画部門

高橋　来未さん
（亀代小学校２年）

絵画部門

阿部　　亮さん
（聖籠中学校３年）

デザイン部門

川崎彩友奈さん
（蓮野小学校４年）

デザイン部門

伊藤　杏奈さん
（蓮野小学校６年）

絵画部門

松田　　薫さん
（亀代小学校６年）

デザイン部門

渡辺　　仁さん
（蓮野小学校３年）

絵画部門

宮下　一摩さん
（亀代小学校２年）

絵画部門

真保まりあさん
（亀代小学校２年）

絵画部門

高橋　友樹さん
（亀代小学校４年）

絵画部門

神村　圭佑さん
（山倉小学校４年）

■発行 聖籠町役場
■編集 総務課　〒957－0192 新潟県北蒲原郡聖籠町大字諏訪山1635番地４　@（0254）27－2111 FAX（0254）27－2119
■ホームページアドレス　http://www.town.seiro.niigata.jp E-mail:hamanas@inet-shibata.or.jp ■印刷 ㈱第一印刷所

せいろうギャラリー ●このコーナーでは、町民の皆さんの思い出（自慢）の写真・絵画などの作品
（ほのぼのとした作品大歓迎です。）をご紹介します。子どもからお年寄りまで、
どなたでもＯＫです。掲載を希望される方は、気軽に広報係までご連絡くださ
い。問い合わせは、役場総務課広報広聴係@27―2111内線216まで。

第
3
3
回

新
潟県
ジュニア美術

展
覧
会奨

励
賞 

第33回新潟県ジュニア美術

展覧会（新潟日報社、県教育

委員会など主催）で奨励賞に

輝いた町の子どもたちの作品

を紹介します。



豊栄病院発
下黒山：朝日屋
中黒山：天野建築
中黒山：旧バス停
上黒山：ふじ茶屋
上黒山：永徳寺
上黒山：三栄自動車
上黒山：諏訪神社
二本松公会堂
正庵
外畑
二本松
追分
山三賀
聖籠ＩＣ
大夫
ＪＡ聖籠
山諏訪山
諏訪山
保健福祉センター
給食センター
町民会館
聖籠球場

町の循環バス停留所に
停車します

ご利用くださいご利用くださいご利用ください

豊栄病院巡回バス豊栄病院巡回バス豊栄病院巡回バス
豊 栄 病 院
巡 回 バ ス
時 刻 表

1/6から
お問い合わせ　豊栄病院　�025－386－2311

聖籠町民の皆様が豊栄病院への利用を容易にするため豊栄

病院では病院と聖籠町内を結ぶ巡回バスを運行しています。

この度、聖籠町循環バスの停留所が設置されたことに伴い、

豊栄病院巡回バスも同じ停留所にして、利用しやすくしました。

どうぞご利用ください。

８：00
８：06
８：06
８：07
８：07
８：08
８：08
８：09
８：13
８：14
８：15
８：17
８：18
８：19
８：20
８：21
８：21
８：22
８：22
８：24
８：26
８：27
８：27

10：50
10：56
10：56
10：57
10：57
10：58
10：58
10：59
11：03
11：04
11：05
11：07
11：08
11：09
11：10
11：11
11：11
11：12
11：12
11：14
11：16
11：17
11：17

12：00
12：06
12：06
12：07
12：07
12：08
12：08
12：09
12：13
12：14
12：15
12：17
12：18
12：19
12：20
12：21
12：21
12：22
12：22
12：24
12：26
12：27
12：27

聖籠町役場
別條
八幡
蓮野多目的運動場
蓮野
弁天潟入口
地場物産センター
杉谷内公会堂
杉谷内
杉谷内入口
大夫興野橋
大夫興野
藤寄：上通
藤寄：公会堂
藤寄：中通
藤寄：下通
藤寄
掘割：土田理容
笠柳：畠山酒店
笠柳：公民館
笠柳：笹川栄宅
横井：阿部建築
豊栄病院着

８：28
８：29
８：29
８：30
８：31
８：31
８：33
８：35
８：36
８：36
８：37
８：37
８：38
８：38
８：39
８：39
８：40
８：41
８：42
８：43
８：44
８：45
８：50

11：18
11：19
11：19
11：20
11：21
11：21
11：23
11：25
11：26
11：26
11：27
11：27
11：28
11：28
11：29
11：29
11：30
11：31
11：32
11：33
11：34
11：35
11：40

12：28
12：29
12：29
12：30
12：31
12：31
12：33
12：35
12：36
12：36
12：37
12：37
12：38
12：38
12：39
12：39
12：40
12：41
12：42
12：43
12：44
12：45
12：50

◆◆◆ 月・金曜日（山三賀→蓮野→藤寄）月・金曜日（山三賀→蓮野→藤寄）月・金曜日（山三賀→蓮野→藤寄） 聖籠Ａコース聖籠Ａコース聖籠Ａコース

豊栄病院発
次第浜
次第浜国道口
次第浜　東
次第浜　北
町中
次第浜　西
亀塚　下通
亀塚　中央
亀塚　西
亀塚多目的運動場
網代浜　北
網代浜　西
網代浜　会館
サッカーカレッジ
茨島
上新田
八万刈　入口
山下
蓮潟公会堂
苔沼
ＪＡ聖籠
大夫
豊栄病院着

８：00
８：22
８：23
８：24
８：25
８：26
８：27
８：27
８：28
８：29
８：31
８：32
８：33
８：33
８：35
８：35
８：36
８：37
８：37
８：38
８：39
８：40
８：40
８：56

10：50
11：12
11：13
11：14
11：15
11：16
11：17
11：17
11：18
11：19
11：21
11：22
11：23
11：23
11：25
11：25
11：26
11：27
11：27
11：28
11：29
11：30
11：30
11：46

豊栄病院発
大夫
ＪＡ聖籠
苔沼
蓮潟公会堂
山下
八万刈　入口
上新田
茨島
サッカーカレッジ
網代浜　会館
網代浜　西
網代浜　北
亀塚多目的運動場
亀塚　西
亀塚　中央
亀塚　下通
次第浜　西
町中
次第浜　北
次第浜　東
次第浜国道口
次第浜
豊栄病院着

12：00
12：16
12：16
12：17
12：18
12：19
12：19
12：20
12：21
12：21
12：23
12：23
12：24
12：25
12：25
12：26
12：27
12：27
12：28
12：29
12：30
12：31
12：32
12：54

◆◆◆ 火曜日（亀塚・網代浜線）火曜日（亀塚・網代浜線）火曜日（亀塚・網代浜線） 聖籠Ｂコース聖籠Ｂコース聖籠Ｂコース

※交通渋滞、天候等により、遅れる場合があります。ご了承ください。著しく遅れる場合はお問い合わせください。

（
こ
の
時
刻
表
は
抜
き
取
っ
て
利
用
く
だ
さ
い
）



町の循環バス停留所に
停車します

ご利用くださいご利用くださいご利用ください

豊栄病院巡回バス豊栄病院巡回バス豊栄病院巡回バス
豊 栄 病 院
巡 回 バ ス
時 刻 表

1/6から
お問い合わせ　豊栄病院　�025－386－2311

聖籠町民の皆様が豊栄病院への利用を容易にするため豊栄

病院では病院と聖籠町内を結ぶ巡回バスを運行しています。

この度、聖籠町循環バスの停留所が設置されたことに伴い、

豊栄病院巡回バスも同じ停留所にして、利用しやすくしました。

どうぞご利用ください。

◆◆◆ 水曜日（旭ヶ丘→蓮潟→本三賀）水曜日（旭ヶ丘→蓮潟→本三賀）水曜日（旭ヶ丘→蓮潟→本三賀） 聖籠Ｃコース聖籠Ｃコース聖籠Ｃコース

豊栄病院発
四ツ屋
道賀新田集落開発センター
道賀新田
上大谷地
丸潟入口
丸潟
桃山　　　　　　　　
桃山　入口
真野　東
真野児童遊園
真野
真野　西
山倉小学校
諏訪山
山諏訪山
ＪＡ聖籠
大夫
豊栄病院着

８：00
８：25
８：27
８：28
８：29
８：31
８：32
８：33
８：35
８：36
８：37
８：40
８：41
８：43
８：44
８：45
８：46
８：46
９：00

10：50
11：15
11：17
11：18
11：19
11：21
11：22
11：23
11：25
11：26
11：27
11：30
11：31
11：33
11：34
11：35
11：36
11：36
11：50

豊栄病院発
大夫　
ＪＡ聖籠
山諏訪山
諏訪山
山倉小学校
真野西
真野
真野児童遊園
真野　東
桃山　入口
桃山
丸潟
丸潟　入口
上大谷地
道賀新田
道賀新田開発センター
四ツ屋
豊栄病院着

12：00
12：15
12：15
12：16
12：17
12：18
12：20
12：21
12：24
12：25
12：27
12：28
12：29
12：30
12：32
12：33
12：33
12：35
13：00

◆◆◆ 木曜日（真野・桃山・四ツ屋線）木曜日（真野・桃山・四ツ屋線）木曜日（真野・桃山・四ツ屋線） 聖籠Ｄコース聖籠Ｄコース聖籠Ｄコース

豊栄病院発
本三賀
聖籠・新発田ＩＣ
横大夫
本大夫
本諏訪山
山倉
本諏訪山公会堂
保健福祉センター
学校給食センター
町民会館
聖籠球場
聖籠町役場
苔沼
蓮潟
聖豊はすがた園
甚兵衛橋
旭ヶ丘
浦山　入り口
松影　十字路
中黒山：旧バス停
中黒山：天野建築
下黒山：朝日屋
名山：神明宮
名山：旧バス停
豊栄病院着

８：00
８：23
８：25
８：26
８：26
８：27
８：28
８：30
８：31
８：33
８：34
８：35
８：36
８：38
８：41
８：42
８：43
８：48
８：49
８：54
８：56
８：56
８：57
８：58
８：58
９：02

10：40
11：03
11：05
11：06
11：06
11：07
11：08
11：10
11：11
11：13
11：14
11：15
11：16
11：18
11：21
11：22
11：23
11：28
11：29
11：34
11：36
11：36
11：37
11：38
11：38
11：42

豊栄病院発
名山：旧バス停
名山：神明宮　
下黒山：朝日屋
中黒山：天野建築
中黒山：旧バス停
松影十字路
浦山　入り口
旭ヶ丘
甚兵衛橋
聖豊はすがた園
蓮潟
苔沼
聖籠町役場
聖籠球場
町民会館
学校給食センター
保健福祉センター
本諏訪山公会堂
山倉
本諏訪山
本大夫
横大夫
聖籠：新発田ＩＣ
本三賀
豊栄病院着

12：00
12：04
12：04
12：05
12：06
12：06
12：08
12：13
12：14
12：19
12：20
12：21
12：24
12：26
12：27
12：28
12：29
12：31
12：33
12：35
12：36
12：37
12：37
12：38
12：40
13：02

※交通渋滞、天候等により、遅れる場合があります。ご了承ください。著しく遅れる場合はお問い合わせください。

（
こ
の
時
刻
表
は
抜
き
取
っ
て
利
用
く
だ
さ
い
）


